




































































 第 2 章は、好本督による「日本盲人会」の試みを取り上げた。左近允孝之進の協力を得






 第 3 章は、中村京太郎による点字投票運動を取り上げた。大正デモクラシーの流れは、
盲人にも人権意識を喚起し、具体的なかたちを取って点字投票公認運動が展開されること









































はじめに        （1） 
 
序章  近代日本における盲人福祉史の源流を探る   （4）  
 
第１節  テーマの設定とこの研究の意義      
  1） テーマの設定 
  2） テーマ設定の趣旨 
  3） この研究の意義 
第２節  研究の目的と方法 
  1） 研究の目的と対象 
  2） 研究の方法 
  3） 三つの視点 





第 4 節  先行文献の検討と資料の渉猟 
  1） 先行文献の検討 
  2） 資料の渉猟 
第 5 節  全体の構成 
  1） 全体の構成 
  2） 初出論文一覧 
 
第 1 章  新しい盲人福祉の要求 ――好本督とイギリスの盲人福祉―― （41） 
はじめに 
第 1 節  好本督の人と思想 
  1） その生涯 
  2） 好本督と英国 
  3） 好本督と祈り 
  4） 好本督にとっての隣人 
第 2 節  『真英国』と『日英の盲人』を中心に 
  1） 新しい盲人福祉への要求 
  2） 先行文献の検討 
  3） 好本督のイギリス盲人福祉の紹介 
  4） 好本督によるイギリス盲人福祉の紹介の意義と受容の種々相 
おわりに 
 
第 2 章  近代盲人福祉の先覚者好本督 ――「日本盲人会」の試み―― (67) 
はじめに 
第 1 節  「日本盲人会」の結成に至るまで 
  1） 盲人のおかれた社会の実情と盲人福祉の実体 
  2） 好本督の帰国 
  3） 第二回の帰国のあらまし 
第 2 節  「日本盲人会」の結成 
  1） 「日本盲人会」の結成について 
  2） 「日本盲人会」解消以後 
おわりに 
 
第 3 章  中村京太郎と点字投票運動     （84） 
はじめに 
第 1 節  中村京太郎の人と思想 
  1） その生涯 
  2） 中村京太郎と好本督 
  3） 中村京太郎と英国留学 
  4） 二つの論説から 
第 2 節  中村京太郎と点字投票運動 
  1） 研究の目的と先行文献 
  2） 点字投票公認に至るまで 
  3） 「大阪毎日慈善団」と『点字大阪毎日』 
  4） 中村京太郎と点字投票運動 
  5） 市民権から社会権へ 
おわりに 
 
第 4 章  中村京太郎と盲女子の保護問題 
――「関西盲婦人ホーム」を中心に――   （112） 
はじめに 
第 1 節  中村京太郎と「関西盲婦人ホーム」 
  1） 研究の目的と先行研究 
  2） 中村京太郎の盲女子への関心と取り組み 
  3） 「関西盲婦人ホーム」設立趣意書と活動のあり方 
  4） 初期の盲女子保護問題 
  5） 終戦とともに 
第 2 節  戦後再開された「関西盲婦人ホーム」に生きる中村京太郎の精神 
  1） 研究の目的と先行文献 
  2） 越岡ふみの生涯 
  3） 「関西盲婦人ホーム」の活動とその実体 
  4） 越岡ふみ没後の「関西盲婦人ホーム」の推移 
  5） ホームに生きる中村京太郎の精神 
おわりに 
 
第 5 章  熊谷鉄太郎と盲人牧師への道     （141） 
はじめに 
第 1 節  熊谷鉄太郎と盲人福祉 ――盲人文化運動を中心に―― 
  1） 盲人福祉に立ち上がった先覚者熊谷鉄太郎 
  2） 熊谷鉄太郎についての先行研究 
  3）熊谷鉄太郎について――自伝と略歴 
  4） 牧師としての歩み 
  5） 熊谷鉄太郎の盲人文化運動 
  6） 盲人文化運動が残したもの 
第 2 節  熊谷鉄太郎の文書伝道 
  1） 熊谷鉄太郎は三冊の自伝をなぜ書いたのか 
  2） 新職業に夢をのせて 
  3) 熊谷鉄太郎につづく自伝の盲人筆者 
おわりに 
 
第 6 章  ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎   （171） 
はじめに 
第 1 節  ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎の誕生 
  1） ジャーナリスト中村京太郎の誕生 
  2） 牧師熊谷鉄太郎の誕生 
第 2 節  文筆の活動を通して 
  1） 熊谷鉄太郎の文筆活動 
  2） 中村京太郎の文筆活動 
第 3 節  盲人福祉を目指して 
  1） 近代盲人福祉の流れ 
  2） 組織・運動 
  3） 事業 
第 4 節  影響を受けた人たち 
おわりに 
 
結びに代えて        （201） 
 
文献リスト        （205） 
 
あとがき        （217） 
 
資料 『点字大阪毎日』総目次（大正編）     （218）





（1866-1921）は、その著“Victory over Blindness” （G.H.Doran,1919）の第 5章“Some 
more Hints on Learning to be Blind” で、“Enough has been said, I think, to show 
how the blind person can and does learn to get about alone.  But in most cases when 
any distance has to be covered he is apt to be happier in the company of some one 
with sight, not only because more rapid progress can be made, but because the 
conversation enables him to visualise his surroundings, the most casual references 
helping to create those internal illustrations that take the place of actual scenes” 



































で歩き回れる（get about alone）ようになっても、視力のある人との同伴（the company of 
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序章  近代日本における盲人福祉史の源流を探る 
 





  近代日本における「盲人福祉」の源流についての研究 































































































































































































































































































































































































































































































































が 31.1%で第 1位を占め、その按摩業者の 86.4%が自活し得る者と報告されているが、その































 さて、1905年当時の盲唖学校の実情をみてみると、官公立 2校を除く 22私立盲唖学校
は、1校当たり平均歳費 985円、校舎坪数 44坪、教員数 5名、生徒数 29 名（盲唖とも）
という小規模なもので、不安定な寄付に依存する経営は、生徒増加、設備拡張に伴い困難
を極めた。そこで打開策として、各校は、地方自治体に働きかけ、その結果、私立校歳費
















部省も盲唖教育令の立法化に着手、翌 1923（大正 12）年 8月、「盲学校及聾唖学校令」並
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岐阜訓盲院で製版が行われ、神戸にあった英国聖書協会から出版された。製作費は、一冊


























































































った。そのことを、「第 7回全国盲人大会」（1922 年 2月 18日から 20日、東京）と「全国
盲人文化大会」（1922 年 3月 27日から 29日、大阪）とからまとめてみると、前者の大会
では、開催にあたってマスコミの注目を集めていた「足利盲人革新団」が、大会前日に「点






















が認められたのは 1925年のことであった。即ち 1925年 5月 5日の衆議院議員選挙法改正
において「投票に関する記載については勅令で定める点字は文字と看做す」と規定された




第 4節  先行文献の検討と資料の渉猟 
 
1） 先行文献の検討 






































アーミテージ（Armitage,Thomas Rhodes:1824-1890）の“The Education and the Employment 
of the Blind”（The British and Foreign Blind Association,1871）やアーサー・ピア






















研究としては、すでに第 2節 1) で示してあるので、ここでは繰り返すことはしない。補
っておくものに、大阪という地域に限定したものであるが、本間伊三郎『源流を探る――
























































































第 5節  全体の構成 
 
1） 全体の構成 
 全体の構成は、序章・本篇（第 1章・第 2章・第 3章・第 4章・第 5章・第 6章）・「結
びに代えて」・「文献リスト」からできている。それに資料を付け足した。 
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 第 3章は、中村京太郎を取り上げた。第 1節ではその人となりと思想について述べ、第
2節では、中村京太郎と点字投票公認運動を取り上げた。大正デモクラシーの流れは、盲
人にも人権意識を喚起し、具体的なかたちをとって点字投票公認運動が展開されることと
なり、1925年 5月の「衆議院議員選挙法」改正、翌年 1 月の同法施行令の公布によって、
点字投票の公認は実現した。この実現に『点字大阪毎日』の果した役割は大きい」。そこで、
主筆であった中村京太郎を取り上げ、本章では、文献資料から彼の点字投票に関する論点




























































『Human Welfare』第 3巻第 1号 関西学院大学人間福祉学部研究会,2011年 3月
10日発行 
第 4章 第 1節 「中村京太郎と盲女子の保護問題ーー「関西盲婦人ホーム」を中心とし
てーー」『福祉文化研究』Vol.21 日本福祉文化学会,2012年 3月 
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 第 2節 「戦後再開された『関西盲婦人ホーム』――越岡ふみを中心に」（関西学
院大学で 2012年 10月 20・21日に開催された「第 60回日本社会福祉学会全国大
会」に発表） 
第 5章 「熊谷鉄太郎と盲人福祉――盲人文化運動を中心に」『社会事業史研究』43 社会
事業史学会,2013 年 3月 31日発行 















































1節 明治期の点字出版事業/第 2節 国産点字盤と点字製版機の製作/第 3節 大正期の







 想の生成と発展」『文化と教育を繋ぐ』 国土社. 
本間一夫（1985）「まえがき」『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢」 日本盲人福祉研究会. 




















『救済研究』第 10巻第 2号（1922・2発行） 
谷合侑（1996）『盲人の歴史』 明石書店. 
谷合侑（1998）『盲人福祉事業の研究』 明石書店. 
『聾唖界』第 24号（1922 発行） 
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第 1章  新しい盲人福祉の要求 



























第 1節  好本督の人と思想 
 


























































































































































































































































































































































































































































































































































十年史』（東京盲学校,1935）に、明治 39年 7月 18日の日付で「好本督著『日英の盲人』
出づ」の記事が見える。秋葉は、それにつづけて好本の略歴をかなり詳しく記しているが、
『真英国』が『日英の盲人』の後に出版されたものとする過ちを犯している。 












英国の重なる盲人学校 ②英国の重なる盲人会 ③英国盲人の職業 ④現存の著名なる英
国の盲人 ⑤盲人の能力が常人に劣らぬ理由 ⑥我が国盲人界の改良 ⑦われ盲人諸君に
















































（明治 44）年 10月 28日付『六星の光』第 96号には「10月 7日本校における好本督先生
の講演」の記事が載っている。これは、『東京盲学校六十年史』によると、蓄音機をもって




























































































































4) ここで挙げられている留岡幸助の『慈善問題』というのは、1898年 10 月 30日に出版
された『慈善問題』を指している。好本督が、留岡と内村鑑三を通して深く関わりのあ
ったことは知られている。留岡も、感化救済の思想を代表する一人である。 





























窪田静太郎（1899）「貧民救済制度意見」『社会』第 2巻第 11号:37-49. 
熊谷鉄太郎（1960）『薄明の記憶』平凡社. 
丸川仁夫（1929）『日本盲唖教育史』京都市立盲学校・京都市立聾唖学校同窓会. 
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第 2章  近代盲人福祉の先覚者好本督 








































 本章は, 英国の盲教育や盲人福祉を我が国に紹介した好本督の, 先覚者としてのその業
績を明らかにしようとする好本督研究の一環のものである. ここでは, 好本の, 盲人福祉
への第一歩となった「日本盲人会」の取り組みが, その後の彼の歩みにどのようなことを















































































































































































演会が開かれた 1906年 4月 17日の夜のことを、多聞教會（1906）の記事に基づきながら、




















の間は、盲人会事務所（東京）は事務を取り扱わぬとのことなり」（第 110 号・1907年 7
月 18日発行）という記事が、まず見える。これにつづいて、「『日本盲人会』事務所 目下
仮事務所として東京小石川区高田老松町 42番屋敷山県氏宅に設けられた。因みに幹事好本






































































































































































































































































点字新聞『あけぼの』61（1907年 1月 12日）,六光社. 
点字新聞『あけぼの』110（1907年 7月 18日）,六光社. 
点字新聞『あけぼの』120（1907年 8月 28日）,六光社. 
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第 1節  中村京太郎の人と思想 
 
1） その生涯 
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 1897年 18歳の時、東京盲唖学校の同窓会を設立し、初代の会長となる。1898年 3月に











た。初め、ロイヤル ミットランド インスティチューション フォア ザ ブラインド（Royal 
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 1921年 42歳、「帝国盲教育会」評議委員に推薦される。この年の 11月 18日に阿野あつ
と結婚。杉並阿佐ヶ谷に住居を定める。1922年 3月、盲女子寮理事長を辞任した。また、
『あけぼの』を廃刊。1922（大正 11）年 3月 20日、「大阪毎日新聞社」編集局員として採
用され、『点字大阪毎日』編集主任を命ぜられる。それに伴い、住居を関西に移し、芦屋に
居を定める。5月に長女エミ誕生。1925年 46歳の年に、芦屋市に盲女子保護協会を設立し
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 点字投票を遡ってみてみると、1913年に、岡山の市会議員の選挙にあたって点字投票が





















 そして、1926年 9月 3日、法的に認められた点字投票が日本で初めて静岡県浜松市の市
議会議員選挙で行われたのである。『点字大阪毎日』（226,1926・9・9）によると、「盲人有


























  （前略）この、盲人に与えられた最初の点字投票を、最も有意義に行使せしむるため、 
  我が「大阪毎日新聞社」は、9月 12日午後零時半より、大阪中之島中央公会堂に於い 
  て、模擬点字投票と普選講演会を開催した。表玄関の大溜りを投票所となし、正午前 
  より押しかけた盲有権者は、まず受付で投票用紙を貰い、受付の左右に設けられた十 
  ヶ所の投票記入所に至り、そこで、大阪府庁より貸与された投票用点字器によって、 
  おもいおもいに、仮候補者伊藤博文、大隈重信、原敬、板垣退助、加藤高明などを記 
  入し、中央の投票箱（実物）に投票して、会場に入る。定刻前に来会者千余名、久宮 
  佑子内親王殿下御生誕を寿ぐ万歳の声をもって開催された。 
    一、開会の辞 大毎事業部助役・世川憲次郎氏 
    二、普選になるまで 大毎事業部長・伊藤金次郎氏 
    三、普選の話 大阪府警察部長代理・横関警部補 
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    四、盲界の前途 『点字大阪毎日』主筆・中村京太郎 
    五、点字投票に就いて 大阪府吉田地方課長 
  一方、投票所では午後 2時投票締切。大阪市立盲学校の奥村・沢井・久保、天王寺盲 
  学校の高木四教諭を開票立会人に委嘱して、厳密に開票した結果は、次の如し。投票 
  総数 487票  有効投票 384票  氏名を正確に書けるもの 281票  推定によ 
  り有効なるもの 103票  無効投票 103票  何人たるや確認しがたきもの 45 
  票  候補者にあらざるもの 24票  白紙 16票  他字記入 16票  二人以 
  上の候補者名を記入せるもの 4票。次に仮候補者の得票は、原敬 111 票  伊藤博 
  文 106票  加藤高明 69票  板垣退助 55票  大隈重信 43票。当日は、 
  八田大阪府特別高等課長始め多数の選挙関係者が来会して、熱心に点字投票の実況を 











月 8日から 13日まで、毎日午後 1時から、奈良、姫路、堺、京都、大阪、神戸の各市で、
「盲人文化講演会」と「模擬点字投票」を行った。講演会の講師には、「毎日新聞社」顧問・
文学博士 谷本富、「大阪毎日慈善団」顧問 生江孝之、「毎日新聞社」満州従事記者 横













































  盲人の用うる点字は、今日では盲人の文字として広く認められている。現に数年前か 
  ら、宮中新年勅題に点字を以って和歌の詠進をなすことは許され、また、県会議員の 
  選挙には、これを認めた件が二、三回、大阪では、郵便ハガキの表書きに点字を用い 
  ても配達されている。（中略）かくの如く、点字は既に盲人間に用いらるる唯一の文字 
  として一般に承認され、故に、かつ彼等をして権利行使の機会を逸せしめざる便宜の 
  方法さえ案出されている。今日、無下に点字投票を無効なりとするは、国民選挙の精 
  神を無視するのみならず、人間に対する甲斐なき護謨人形の処置と言わなければなら 
  ぬ。殊に近来、できるだけ選挙権の広く行使されることを期する精神に於いて、記載 
  の文字に就いても、ローマ字を承認し、または氏名いずれを記しても可なりとする解 
  釈さえ行われんとする時、点字のみを認めざるはあまりに没常識と言わなければなら 
  ぬ。また、判読等に不便あるは争われにくいが、それは、訓盲院関係者等をして取り 
  扱わしめれば、さほどの困難はないと思う。何れにしても、単に取り扱いの不便の為 
  に等しく他の負担に任じ、知能に於いても具眼者と異ならざる人々すら事実上参政権 
  を奪い去ることは、現代に於いて容認し難き不公正のことである。 
 































































































 1928年 2月 20日に、点字投票が公認された初めての総選挙が行われた。すでに前年に
府県会議員選挙で点字投票は実施され、経験済みだったとはいえ、国政を決めるかぎをに
ぎっている総選挙は、本当の意味で盲人にその真価が問われる機会でもあった。総選挙が



















































































































 即ち男子 25歳以上の者には納税の有無に関わらず選挙権が付与されたのである。ただし 
 婦人の参政権は認められなかった。 
4) 松尾（1989:108-115）を参照。 
5) 1925年 5月 5日、衆議院議員選挙法改正法律（いわゆる普通選挙法）として制定され、 
 公布された法律第 47号「衆議院議員選挙法」において、その第 28条で「投票に関する 
 記載に就いては、勅令を以って定むる点字は、これを文字と看做す」とされた。その勅 
 令は、1926年 1月 30日に勅令第 3号「衆議院議員選挙法施行令」として発布され、そ 











 うして、1901年に「日本訓盲点字」が官報 5337 号に公表されたのである。 
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7) 『点字大阪毎日』は、1922年 5月 11日に「大阪毎日新聞社」が創刊した週刊の点字
新聞である。1943年 1月 7日に『大阪毎日新聞』が『毎日新聞』と改題されたのを機会
に、『点字大阪毎日』も第 1078号から『点字毎日』と改題されて現在に至っている。 
8) 1922年 6月 11日に発行された『点字大阪毎日』は、岐阜県大垣市の市議選で 3票の 
 点字投票があり、それが有効と認められたことを報じている。有効となったのは、『大阪 
 毎日』が、点字新聞さえ出す時勢ではないかと糾弾した結果だったとも付け加えている。 
 翌年、『点字大阪毎日』は、「点字投票 無効と有効」と題して、1922年 9月 25日に行 
 われた岐阜県議選で、岐阜市に 4票の点字投票があったが、①文字なるや、②自署なる 
 や、③型にはめて書いたものにあらずやの三点が疑問となって、無効となったことを伝 
 えている。同時に一方、飛騨高山で点字によるものが 2票あって、有効と認められたこ 
 とも報じている。 
9) 1923年 12月、愛知県において盲人の有志が集まって、「愛知県盲人点字投票有効期成 
 連盟」を結成した。連盟結成後、盲人たちは、尾崎行雄等多数の代議士を迎え、名古屋 
 で 2万人規模で開かれた「東海普選民衆大会」に参加した。「点字投票を生かせ」と書か 
 れたプラカードを持ち、赤襷をかけ、点字投票の実現を大々的に訴えた。そして、「盲人 
 の点字投票を認めるように」との大会決議文を採択させた。 
 同連盟は、翌年 1月、名古屋で約 2千人の参加者を集めて「全国盲人大会」を開き、
「点字投票有効誓願書を貴族院、衆議院の両院に提出し、全国に大運動を行う」と決議
した。そして、「点字投票を生かせ」と記したビラを市内に撒くなどの活動を展開した。 
  その後、点字投票を求める団体を各地で結成し、点字投票の実現を広く社会に訴えた 
 この注を含め、点字投票公認に至る経過は、野原（2009）を参照して記述した。 








 するとのこと。栃木県栃木町の選挙は、去る 14日行われたが、点投を無効にするとのこ 
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第 4章  中村京太郎と盲女子の保護問題 



























































































年 10月 30日発行）に、「盲女子の保護」と題して書いた文章がある。 














































事業法による届出を出すのは 1938（昭和 13）年 9月で 4)、以下にすこし長くなるが、その
「設立趣意書」と「規定」を掲げてみる。 
 
    盲女子保護協会盲婦人ホーム設立趣意書 
   明治初年国民教育の基礎確立し新に学制の発布せられんとするや、畏くも明治天皇 
  におかせられてはその普及徹底に深く御心を用いさせられ、爾今邑に不学の戸なく家 
  に不学の人なからしめよ、との詔あらせられ、只に一般普通教育のみならず特殊教育 
  の為め深く聖慮を垂れさせ給い、同八年東京に於て篤志家間に盲教育機関開設の企画 
  あるを聴し召され、特に之が御奨励の思召しを以て御内帑金三千両御下賜あらせられ 
  しを拝承し奉る。爾来幾十年、鴻恩四海に普く失明児に対する教育の途漸く開く、大 
  正 10年に至り、遂に盲教育令の発布を見、爾今年月を重ぬるに従い、漸時完備の域に 
  進まんとするに至れるは、昭和聖代の慶事感謝に堪えざる次第である。翻って我国現 
  下の盲教育を見るに、その学令盲児童にして就学し得る者僅かに 4割に過ぎず、残余 
  の大多数は依然暗黒の裡に未就学児童として身心二重の失明に呻吟しつつあるは、全 
  国至る処に見る悲惨事である。特に現下の世相は益失明者の生活を暗黒化し脅威を加 
  えつつあり。 
   幸にして盲学校に学び、その生活に必要なる職業教育を終えて社会に出ずるも生存 
  競争の逆浪は意外に荒くして就職の途開くに難く、卒業即ち失業となるの現状である。 
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  近年社会の表裏に活躍し来る我国約 7万の療術業者の如き、彼等にとりて、又新なる 
  脅威を加えるに至った。特に盲女子の場合に最も必要とする保護の機関未だに設けら 
  れず、依然、街の按摩手の助手として各種玩弄され、身心固より共に触れつつある状 
  態は、心ある者の等しく顰蹙する処である。或いは鍼灸の看板を掲げ門戸を張り、そ 
  の裏面に忌まわしき行為を為す者、または天賦の才能を発揮し得ず、遂にその志を延 
  す機会なく懊悩憂鬱緩慢なる自殺を遂ぐる者等を思い来れば転た寒心に堪えぬ。 
   従って彼等の大多数が自己に対し、又社会に流せる道徳的害悪並にその悪影響は真 
  に慄然たるものがある。 
   ここに盲女子特殊の境遇に鑑み、同志相謀り相扶けて、我国固有の婦道に立ち、国 










す」として、「（い） バイブルクラス （ろ） 鍼治・点灸・按摩・マッサージ （は） 点
字教授 （に） 音楽 （ほ） 家事作法 （へ） 裁縫及び手芸 （と） タイプライター」
の授業を列記している。 
 また、「三 点字図書の巡回文庫を設置し、無料貸し出しをなす 四 雑誌を発行し、相互
の修養娯楽に資す 五 盲婦人の人事一般の相談に応ず」と、福利厚生に気配りをしている。 
 組織については第六条以下細かく規定している。まず、「役員」に「（い） 顧問若干名 （ろ） 
評議員若干名 （は） 理事若干名、うち 1名理事長・1名常務理事」を置き、「職員」と
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理事及び評議員、顧問をもって構成し、理事長之を招集す」と、ある。なお第八条では「役
























































































































































































































 越岡ふみは 1899（明治 32）年 8月 19日、大阪市港区九条で未熟児として生まれる。母
の着物の懐で育つ。1912年 3月、大阪市立九条第二尋常小学校を卒業し、生来弱視であっ
たので、1921年訓盲院（現大阪府立盲学校）中等部鍼按科に入学した。1924年 2月 24日






























































した新しい建物の二階で病床に就き、誕生日である 8月 19日静かに 68歳の生涯を閉じた。 
 
















































  社会福祉法人「関西盲婦人ホーム」 
  所在地 兵庫県西宮市北昭和町 152番地  電話 西宮（2）1353 
  経営主体及び代表者 社会福祉法人「関西盲婦人ホーム」理事長 広田正次郎 
  〈沿革〉 
  ① 昭和 5年 9月 現常務理事越岡ふみが、西宮市石訳町に盲人ホームを設け、心の 
   光を求めて集まってくる未婚の盲女子とともに鍼按業を営み、相互扶助の生活を始 
   めたのが、当ホームの起こりで、その後、年々各地から集まる希望者のために、次々 
   と各地に第二・第三・第四寮を増設し、キリスト教の信仰による更生事業を営んだ。 
  ② 昭和 15年 9月、前理事長喜久田倫章及び越岡ふみは上海に渡り、彼の地に上海盲 
   唖学校を設立して、盲唖者の教育指導に当たったが、第二次大戦のため已む無く学 
   校を閉鎖して、日本に帰還し、同年西宮市高木東犬飼町に設立事務所を設け、盲婦 
   人ホームの再建に着手した。 
  ③ 同 23年 11月、ヘレン・ケラー女史の来朝を機会に、西宮市北昭和町 152番地に 
   社団法人「関西盲婦人ホーム」（昭和寮）を建設。つづいて甲東寮（第二寮）と六甲 
   寮（第三寮）を設立した。 
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  ④ 昭和 27年 5月、「社会福祉事業法」に基づいて「法人」をそのまま「社会福祉法 
   人」に変更し、一段と社会福祉事業の性格を明らかにした。 
  ⑤ 昭和 29年、身障者特に盲人のための生活相談所を開設した。 
  〈施設の規模〉 
  ① 本院（昭和寮）定員 9名 建坪 50坪（木造瓦葺 2階建て）治療室・居室・浴室・ 
   炊事室・管理人室・便所 
  ② 甲東寮所在地 西宮市上太市 1丁目 80番地 定員 9名 建坪 40 坪（モルタル式   
   2階建て）治療室・居室・応接室・浴室・炊事室・管理人室・便所 
  〈職員の現況〉 
  寮母・常務理事（越岡ふみ）・事務職員（本田正成）・炊事婦（昭和寮及び甲東寮各 1 
  名） 
  〈事業の内容〉 
  当ホームは、キリスト教の信仰に基づく盲女子に対する授産・更生保護事業であり、 
  授産指導のほか、信仰生活の指導、教養のための音楽・英語・点字・社会・編み物・ 
  茶道・劇などをそれぞれ専門の先生によって、毎週時間割により指導している。 
  経営財源は、共同募金の配分金、米国ミルトン協会 10)及び一般からの寄付金並びに 
  入寮者の寮費によっており、経営をガラス張りとし、毎月末の会計は、役員と入寮者 
  の代表がともに精算に当たり、他日の家計実習にも資することとしている。 
  入寮資格は、盲学校卒業生または盲学校入学希望の未婚の盲女子、及び子女を伴わな 








































 1990年 5月 1日に発行された『ホームだより』第 1号で、当時理事長だった玉田敬次は
「創立者の精神であるキリスト教の愛と信仰に基づいて豊かな知性と教養を身につけ、は
り・きゅう・マッサージの治療によって自立して、現代の社会に力強く、喜びをもって生
















なってくる。さらに 1996 年に見られるように、利用者数が昭和寮 通所 3 名入寮 6名計 9
名、平均年齢 28.7歳 甲東寮 通所 3名入寮 1名計 4名、平均年齢 43.8歳 利用者合計 通
所 6名入寮 7名計 13名、平均年齢 33.3歳という数値からも分かる通り、利用者数が減少
化の傾向を見せ、そのうえ高年齢化してきている。2003年 7月現在では、昭和寮 入寮 4




























































障害者団体、眼科医を通して配布した 500余名中、回答者は 124名 その回答結果は、 
 ①男女比は 53.2％と 46.8% ②年齢は 14歳から 91歳平均 61.4歳 ③職業は無職 6割り有
職 4割（元税理士やトラックの運転手という回答もあった） ④障害原因は網膜色素変性症、
緑内障、網膜剥離、白内障、ベーチェット病、糖尿病など ⑤障害発生年齢は、どの年代で






















































































































1) 「年譜」では 1925（大正 14）年 3月に「芦屋市盲女子保護協会設立」の記事がある。 
 なお付け加えておくと、「年譜」では、1916年 2月に「小石川区竹早町に盲女子寮設立」 
 とあり、1922年 3月に「盲女子寮理事長辞任」の記事がある。 
2) 『中村京太郎伝』の「ニューヨーク会議の思い出」p141で紹介されている。 
3) 『中村京太郎伝』の「中村京太郎の精神――盲女子ホーム」p255で触れられている。 
4) 1938（昭和 13）年に社会事業法第法律 59号が出され、「施設社会事業の範囲の指定」 







7) 『ホームだより』は、1990年 5月 1日に最初の第 1号が出され、その後、1991年に 
 第 2号が出たあと 3 年間の空白があり、1995年に特別号として阪神淡路大震災の特集 
 が組まれている。1997 年からは年 2回出されるようになり、2011年 12 月で 32号を数 
 えている。 
8) 2004年 7月に出た『ホームだより』に「視覚障害に関する相談」の案内が載っている。 
 その内容は、「①視覚障害者（弱視者も含む）のリファビリテーションについて――日常 
 生活に必要な技術等 白杖歩行・読み書き（点字手書き）・パソコン等 ②視覚障害者の誘 
 導について――視覚障害者の誘導法講習会等」である。これ以外に、さまざまな悩み相 




9) 盲人ホームは、「社会福祉事業法」に基づく第 2種社会福祉事業の施設である。盲人ホ 
 ームの運営について（1962年 2月 27日社初第 109号厚生省社会局通知）により運営さ 
 れている。この通達の「盲人ホーム運営要綱」によると、①定義 あん摩師免許、はり師 
 免許、またはきゅう師免許を有する視覚障害者であって、自営しまたは雇用されること 
 の困難な者に対し、施設を利用させるとともに、必要な技術の指導を行い、盲人の自立 
 更生を図ることを目的とする ②運営 運営補助金と盲人ホーム設備を利用して得た利用 
 者の施術料 2割を越えない程度限度において、施術に伴う光熱水料、燃料費等の直接必 
 要な経費を徴収することができる ③定員 20名 面積 66.1平方米 設備ア)事務室または 
 盲人控え室並びに待合室 施術室 施術設備 電話設備 便所 消火設備および給配水設備 
 を設けなければならない い)待合室および施術室はあん摩師はり師きゅう師および柔道 
 整復師法施規則第 25条の規定に適合するものでなければならない ④職員 管理者 1名 
 （指導員を兼ねることができる） 指導員 1名（あん摩師はり師きゅう師の免許を有す 
 る）となっている。 
  盲人ホームのこれまでの経過を概略すると、視覚障害をもつあん摩 マッサージ 指圧 
 師、はり師、きゅう師（以下「アハキ師」と記載）の施策に関して 1962 年に厚生省社 







  盲人ホームの制度発足 2年後の 1964年に、「アハキ法第 19条」にあん摩 マッサージ 
 指圧業を営む視覚障害者を保護するための条項が加えられた。いわゆる「歯止め条項」 
 と呼ばれるものである。この二つの施策により、視覚障害アハキ師の職業的自立に向け 
 た役割が期待され、盲人ホームは、1975年には全国に 35ヶ所が設置されるまでに至っ 
 た。しかしその後、一部の視覚障害アハキ師の間では、「盲人ホームは、独立開業が困難 
 な人の行く処」との誤解が広まり、盲学校などとの協力関係も薄れて、閉鎖が相次いだ。 





  2006年度に「障害者自立支援法」が施行され、これにより盲人ホーム事業は同法の福 
 祉サービス体系に移行され、地域生活支援事業に位置づけられた。 

















阿佐博（1987）『盲先覚者伝記シリーズ 4 中村京太郎――眼を閉じて見るもの』 日本盲人
福祉研究会. 
粟津キヨ（1986）『光にむかって咲け――斉藤百合の生涯』 岩波書店. 
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欲を燃え上がらせたのである。1904年 3月尋常科を卒業。1906年 3月鍼按科を卒業する。 
 東京盲唖学校同窓会誌『六星の光』第 40号に熊谷は、「多忙なる将来」という一文 4)を






























































谷は任命により、1924（大正 13）年に山口県の柳井教会に移った。さらに 1927（昭和 2）
年には、宇部教会に転任した。『西部年会記録』に戻ろう。『昭和 3年（1928 年）日本メソ
ジスト教会第 21回西部年会記録』自 2月 1日至 2月 7日 第 21回西部年会教職界報告 7
に「伝道師にして執事の按手礼を受けんと欲する者 熊谷鉄太郎」の記事がある。熊谷は、
ここで初めて正式の牧師となった。そして、「伝道師名簿」（p734）に退隠伝道師として 4




































































刊点字雑誌『六星の光』第 197号（1920年 4月 28日発行）と第 198号（1920年 5月 28
日発行）に、熊谷が、「大阪通信」として、この「東亜盲人文化協会設立趣意書」（以下「趣
意書」と記す）を寄せているのを見るのみである。 



























































































た新職業の研究紹介 ⑫盲人宿舎の設備 ⑬職業紹介を拓くこと」の 4項目を取り上げてい
る。 
 最後に「外部的（対一般社会）」として、「⑭盲人保護法制定の要求 ⑮点字公認運動 ⑯
鍼灸按摩の試験答案に点字の採用 ⑰国民のひとりとしての当然得られるべき諸権利の獲






























































参加団体 90、代表者 300 名に及び、盲人教育及び保護に関する事項 48を提出し、協議す
るという盛況であった。主催は、関西盲人団体連合会であった。全国の盲人がこれほどま





























第 2節  熊谷鉄太郎の文書伝道 
 
1） 熊谷鉄太郎は、三冊の自伝をなぜ書いたのか 






































































  『闇を破って』目次         年       年齢  ページ 
  わたしの生まれ出てきた世界   1883-1886     1-4    6-13 
  つづいて起こる不幸の数々一      1886  4 13-19 
  つづいて起こる不幸の数々二 
  （視覚に関する主なる記憶）   1886-1888   4-6 19-40 
  ツブラタケの夏小田西の冬   1888-1893   6 -11 40-46 
  小学校      1893-1895   11-13 46-51 
  青森における三年間     1895-1898   13-16  51-69 
  北海道に帰ってから      1898-1899   16-17   69-77 
  最暗黒の一年間            1899  1   17 77-85 
  危機一髪               1899       17 85-90 
  もつれた糸              1900       18    90-100 
  初めて列なった祈祷会         1900       18   100-110 
  兄弟姉妹               1900     18-18   110-112 
  賛美歌と聖書             1900       18     112-117 
  人生観の革命             1900       18     117-119 
  新しい悩み            1900-1901   18-19  120-121 
  日曜学校             1900-1901   18-19  121-123 
  少年禁酒軍と王女会        1900-1901   18-19  123-126 
  受洗                 1900       18     126-129 
  東京に出るまで            1901       19     129-135 
  東京へ出てから          1902-1906   20-27  136-147 
  現在に至るまで          1906-1927   27-48  147-153 
 
  『見えざる聖手』目次     年           年齢   ページ 
  親はなくとも子は育つ     1883-1895   1-13  7-17 
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  青森における三年間      1895-1898  13-16  18-21 
  再び小田西へ         1898-1899  16-17  21-22 
  泥沼における一年間      1899-1900  17-18  22-27 
  我が生涯の最大発見      1900-1902  18-20  27-36 
  点字の聖書          1900-1902  18-20  36-38 
  夢を追うて東京へ       1902-1913  20-31  38-43 
  吹き荒む思想の嵐       1902-1913  20-31  43-46 
  伝道生涯への推進       1913-1918  31-36  46-49 
  結婚――市岡にも春が来た   1918-1931  36-49  49-50 
  海の彼方の世界        1931-1943  49-61  50-60 


















































































師時代、そして晩年である。年齢でいうと、誕生から 1899（明治 32）年の 17歳までを第
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1期とし、第 2期を 1900（明治 33）年の 18歳から 1915（大正 4）年の 33 歳まで、第 3期
を 1916年の 34歳から 1950（昭和 25）年の 68歳まで、そして『薄明の記憶』執筆当時（1960
年）までが晩年である。『薄明の記憶』を、内容の量から見てみると、第 1期が全体の 5
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大原社会問題研究所（1921）『日本社会事業年鑑（大正 10年版）』大原社会問題研究所. 
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第 2節  文筆の活動を通して 
 














  号数（年月）    題目 
  12号（1904・7）  盲人観 
  13号（1904・8）  盲人観 
  14号（1904・9）)  盲人観 
  16号（1904・11）  時代に対する吾人の責任 
  20号（1905・3）  塙保己一再生の声 
  21号（1905・5）  吾党の主張（其一） 
            按摩術を論ず 
  22号（1905・6）  吾党の主張（其一）（前号の続き） 
            起てよ吾党の青年男女 
  25号（1905・9）  教育ある盲女諸君に告ぐ 
  26号（1905・9）  吾党の主張（其二） 
  27号（1905・11）  吾党の主張第三（前承） 
  28号（1905・12）  緑葉女史に答う 
  29号（1906・1）   吾党の主張（其五） 
  30号（1906・2）  盲女教育の目的は如何 
  31号（1906・3）  誤解する勿れ 
  40号（1906・12）  多忙なる将来 
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  42号（1907・2）  盲人と読書 
  43号（1907・3）  盲人と読書 
  64号（1908・12）  最大の事業 
  65号（1909・1）   長生きの法 
  73号（1909・9）  瞽者の手引 
  75号（1909・11）  瞽者の目 
  81号（1910・5）  杉山検校の功績を思う 
  85号（1910・10）  文学論 
  92号（1911・5）  学問は何の為にするか 
  94号（1911・7）  盲人の友 アーミテージの伝（訳） 

















































































































- 179 - 
 






























- 180 - 
 
 











くと、第 2回は、翌 1908 年 4月に、第 3回からは、「全国盲唖教育会」と改称し、規則を
定めた。その開催は、開催校であった東京盲唖学校の盲唖分離により少し遅れて 1911年 7
月にもたれた。第 4回は、1913（大正 2）年 10月に、第 5回は、1915年 7月に開催。つづ
いて第 6回は、1917年 7月に開催、参加者は約 70名であった。これまでの会は、政府の
主催したものは一つもなかったが、1919年 12月に開かれた全国盲唖学校校長会議は、政










































 「全国盲唖教育会」から新たに設置を見た「帝国盲教育会」は、1921年 7月に第 1回総
会を開いた。出席者は約 150名であった。「済生院」盲唖部を含めた盲教育関係者以外にも、
「日本盲人後援婦人会」、「日本盲人同志会」、「日本盲人協会」、「東京盲人保持協会」、「金




時総会がもたれ、第 2 回総会は 1924年 5月に開かれた。翌 1925年 10月には第 3回総会、
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来る 2月 9日開催」という予告を載せている。この記事は、1922（大正 11）年 1月 18日





















 1922年 3月 27日（火）大会第 1日は、『大阪毎日新聞』28日夕刊によると、「本社後援
盲人文化大会第 1日 二人の女盲人も混じって、各地代表者会議」という見出しで、「文
化的に光明の世界へその第一歩を踏み出そうとする全国盲人文化大会の第 1日、各地代表















































 ちなみに、この大会で討議され、採択された議題は、以下の 48件であった。 
  イ 盲人教育令及び教育に関するもの 
  ロ 盲人教員養成所設置の件 
  ハ 各盲学校にかなり中等教員を採用すること 
  ニ 盲人の職業専門学校を設置せられたきこと 
  ホ 各地に官立盲人教育機関の設置並びに同じく図書館設置の件 
  ヘ 盲教育令を速やかに発布せられんことを文部省に建議するの件 
  ト 点字中等教科書を印刷せられんことを望む 
  チ いかにすれば全国の盲人に点字普及を速ならしむるを得べきか 
  リ 点字を国字と認むること 
  ヌ 普通小学校の科目の一科に点字を加えられんことを希望す 
  ル 郵便局において点字を採用せられたきこと 
  ヲ 点字出版事業を政府にて経営せられたきこと 
  ワ 時々各地に短期の点字講習会を催し、これの普及を図る件 
  カ 各種選挙の投票及び各種試験の答案に点字を使用することを公認せらるるよう、 
    その筋に建議するの件 
  ヨ 各図書館に点字書備え付けの件 
  タ 盲学校を有する都市において点字図書館を設置せられたきこと 
  レ 鍼灸医師法制定につき盲人の賛否如何 
  ソ 全国共通の鍼灸按摩マッサージの徒弟制定を強制しては如何 
  ツ 按摩術を盲人の専業にすること 
  ネ 鍼灸術者に医師同業の資格を付与すること 
  ナ 穴名を内務省令により定むること 
  ラ 体温器聴診器使用を内務省令により定むること 
  ム 汽車電車等に盲人は保護を要せず乗車することを承認せられたきこと 
- 188 - 
 
  ウ 盲人問題研究所を設置の件 
  ヰ 盲人及び付き添い人の鉄道及び軌道に乗る場合は一人分の賃金に改められたきこ 
    と 
  ノ 盲教育機関の施設団体の内容を調査して、確実なるものに対しては相当助成の方 
    法を講ぜられたきこと 
  オ 失明防止運動及び失明相談所を法人または官費によって設立されんことを望む 
  ク 貧困なる盲学校児童に対し当該市町村へ学資要求の件 
  ヤ 盲人保護として各駅において鉄道員より保護を与えられたきこと 
  マ 盲人の国勢調査を国勢員に建議すること 
  ケ 全国の盲人を悉く網羅せる常設の日本盲人会を組織しては如何 
  フ 帝国盲青年連合団設立の件 
  コ 日本盲人をして世界の文化を享有せしむるためにするテランド普及を図るの件 
  エ 全国有数の新聞雑誌社に対し盲人問題に関する記事の掲載を依頼するの件 
  テ 定設的の大日本盲人会を組織し各地方に支部を設置するの件 
  ア 鍼灸医師法制定の件につき諸君のご意見を承りたし 
  サ 鍼按マッサージ手の徒弟養成法を改正せられたきこと 
  キ 東盲師範科を始め各盲学校の鍼灸按摩科に対し鍼灸マッサージ按摩に各担任教授 
    を置き、各科分割教授をせられたきこと 
  ユ 全国の鍼灸経験者に経穴の意見を伺い、これを調査するため経穴調査会を組織せ 
    らるべく希望す 
  メ 鍼灸按マッサージを分科し各これを教授せられんことを望む 
  ミ 各地盲人会に特殊精神修養部を設くるの件 
  シ 盲人会館を建設すること 
  ヱ 純盲人技術学校を建設すること 
  ヒ 毎月 21日各社寺内における施按摩廃止の件 
  モ 按摩術者の招牌文字改造の件 
  セ 盲女子の中性教育を排し将来これを妻母たらしむべく教育すること 
  ス 少なくとも三府都市に官公立盲女学校の設置を望む 
  ン 一挙にして全国の盲人を普選運動に参加せしめられたきこと 
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を列挙致しますならば、1. 盲人に対し、義務教育制度の実施、2. 高等教育機関の開放、  

























































第 4節  影響を受けた人たち 
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室田保夫（2009）「岩橋武夫研究覚書――その歩みと業績を中心に」『関西学院大学人権研




































































































































































































大河原謹吾（1970）『ルイブライユの生涯 点字の発明とその普及』 日本ライトハウス 
大隈三好（1998）『盲人の生活』雄山閣. 
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大阪盲人福祉協会（1962）『大阪盲人福祉協会三十年史』大阪盲人福祉協会. 



























中央盲人福祉協会（1932）『失明者に関する統計（昭和 6年 12月 1日調査）』中央盲人福祉
協会. 





















大原社会問題研究所編（1921）『日本社会事業年鑑（大正 10年版）』 大原社会問題研究所 
大原社会問題研究所編（1923）『日本社会事業年鑑（大正 12年版）』 大原社会問題研究所 
谷合侑編集『盲人たちの自叙伝』全 60冊 大空社. 
『道ひとすじ――昭和を生きた盲人たち』（あずさ書店,1993） 
『知的・身体障害者問題資料集成（戦前篇）』（不二出版,2005） 



































































































































































































































『総督府済生院を訪ふ記 朝鮮及満州』第 83号（1914） 
『朝鮮盲唖者統計要覧』（総督府済生院,1921） 
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『創立二十五年朝鮮総督府済生院盲唖部』（朝鮮総督府済生院盲唖部,1938） 






























を述べる欄をとってきたが、大正 11年 9月 21日発行の第 20号から「巻頭言」とは断って
いないが、巻頭にさまざまな話題を取り上げて自分の意見を述べることが多くなった。昭
和に入ってから「評壇」の欄を設けて健筆を奮った。「評壇」が最初に「目次」に見えるの
は、大正 15年 9月 16 日発行の第 227号である。「スタイルの音」は、読者欄である。 
 
  大正１１年（創刊号から第３４号まで） 
・第１号（大正１１年５月１１日発行） 
「目次」  発刊の言葉。  首相の祝辞。  文相の祝辞。  ゼノア会議。 
支那擾乱――奉勅戦争。  英国皇太子のご来遊。  入れ目で見える。  ジー氏の演
奏会。  血に就いての研究。  肺病患者が治る。  ５月の園芸。  外国の 
点字雑誌と新聞。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。  編集室より。 
・２号（大正１１年５月１８日発行） 
「目次」  内閣改造打ち切り。  奉天軍の大敗。  山東の撤兵完了。  加州土地
法は無効。  実業学校差別撤廃。  女人ばかりの能楽。  点字新聞の必要に就いて。  
改正治安警察法に就いて。  尾崎氏の意見。  北海道名物アイヌ。  半盲青年の努
力。  外国語点字雑誌と新聞。  恩讐の彼方に（つづき）。  盲界便り。  事件の
歩み。  編集室。 
・３号（大正１１年５月２５日発行） 
「目次」  ゼノア会議終了。  東三省独立。  盲声楽家リトルウッド氏轢き殺さる。  
漢文と習字の廃止。  文明利器を携えて北極へ。  盲人の濃い団結。  さらば日本
国民よ。  フランスにも盲人文化大会。  安心できぬ消毒。  内相の点字新聞参観。  
朝の村（短詩）。  小説恩讐の彼方に（３）。  盲界便り。  スタイルの音。  事
件の歩み。  読者諸君より。  祝賀状をいただき深く謝す。 
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・４号（大正１１年６月１日発行） 
「目次」  六月の暦。  ロシアと欧州。  その後の支那政局。  自ら見た大阪。  
社告。  盲人に対する社会教育。  ボストンより。  無代配布の外国点字雑誌。  煙
草は黴菌を殺さない。  小説恩讐の彼方に（４）。  環夫人演奏会。  盲界便り。  ス
タイルの音。  事件の歩み。 
・５号（大正１１年６月８日発行） 
「目次」  再び改造問題。  ドイツ賠償問題。  汝総統辞職す。  社会的疾病。  
賑わう東京府下の一模範村。  食物献立の陳列。  蚤取り粉と蚊遣り線香。  点字
本屋の番頭さん。  恩讐の彼方に（５）。  盲界便り。  事件の歩み。 
・６号（大正１１年６月１５日発行） 
「目次」  政友会内閣瓦壊。  辻内閣問題。  一足ずつ。  ロシア飢饉民に。  点
字投票有効。  ビタミンの話。  可愛らしい朝鮮娘の集まり。  軍楽隊の管弦楽。  
活動博へ盲人を招待。  恩讐の彼方に（６）。  盲界便り。  スタイルの音。  事
件の歩み。 
・７号（大正１１年６月２２日発行） 
「目次」  加藤新内閣。  南北統一の機運。  ヘーグ会議。  二十五年の回顧。  
夏の草花。  入梅と人殺し。  英国で奨学金給与生募集。  加藤新首相。  恩讐
の彼方に（７）。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。 
・８号（大正１１年６月２９日発行） 
「目次」  シベリア撤兵決定。  欧米の現状。  支那の軍備縮小運動。  盲人葛
原勾当の日記（１）。  発行以来４２年のプログレス。  蝿が運ぶ病原菌。  メリー
内親王に盲人の献上物。  ゴーリキー氏はドイツに。  恩讐の彼方に（８）。  紡績
工場の歌。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。 
・９号（大正１１年７月６日発行） 
「目次」  7月の暦。  東伏見宮薨去。  外相暗殺後のドイツ。  国際精神と教
育。  女教員大会。  カナリアの学校。  編集室より。  葛原勾当の日記（２）。  
家庭の話。  邦楽教育調査会の決議と建議。  欧州盲界近況。  恩讐の彼方に（９）。  
スタイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１０号（大正１１年７月１３日発行） 
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「目次」  欧米のストライキと擾乱。  支那の馬賊。  各地の温度。  葛原勾当
の日記（３）。  通俗巡回文庫と露天文庫。  体中の無用な道具。  ドイツ失明軍人
の大会。  盲音楽家の逸話。  恩讐の彼方に（１０）。  お星さまが出たら（短詩）。  
盲界便り。  スタイルの音。  点字聖書の特価紹介。  事件の歩み。 
・１１号（大正１１年７月２０日発行） 
「目次」  倹約勉強主義の実行。  暗雲に閉ざされた欧米諸国。  に 高地方撤兵。  
葛原勾当の日記（４）。  音楽習いたさに密入国した少年。  飢えたる者へ。  赤ん
坊の展覧会。  紫外線の話。  保育夫のお巡りさん。  日本に珍しい共産村。  恩
讐の彼方に（１１）。  スタイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１２号（大正１１年７月２７日発行） 
「目次」  海外の形勢。  ジャンクで太平洋横断。  後ろ影を見送って。  葛原
勾当の日記（５）。  灯台の渡り鳥。  支那盲人の英国見物。  浜寺のテント村。  紫
外線の話（中）。  恩讐の彼方に（１２）。  （短詩）蜩。  第１回懸賞文募集。  ス
タイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１３号（大正１１年８月３日発行） 
「目次」  8月の暦。  事件の歩み。  内外の形勢。  最近支那を去ったえろし
ぇんこ氏。  ピアス党首のロウマンス。  紫外線の話（下）。  恩讐の彼方に（１３）。  
砂を食う日本人。  東京市の掃き溜めから電気が起こる。  ろんどん便り。  神戸
より。  スタイルの音。  （葛原勾当の日記は原稿不着の為今回は休み）。 
・１４号（大正１１年８月１０日発行） 
「目次」  第１回懸賞文募集。  事件の歩み。  内外の形勢。  盲人の裁判官。  
盲界便り。  葛原勾当の日記（６）。  虫の鳴き声。  吾輩の素姓（結核菌の身の上
話）（１）。  恩讐の彼方に（１４）。  編集室より。  スタイルの音。 
・１５号（大正１１年８月１７日発行） 
「目次」  内外の形勢。  事件の歩み。  イギリスの盲人は何をしてゐる？。  葛
原勾当の日記。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  童謡「泣く子盗ろ」。  スタ
イルの音。  盲界便り。  小説恩讐の彼方に。  編集室より。 
・１６号（大正１１年８月２４日発行） 
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「目次」  内外の形勢。  逝けるグリフィス氏。  事件の歩み。  重複と無駄骨
折り。  葛原勾当の日記。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  点字読み方競争会。  
小説恩讐の彼方に。  スタイルの音。  新刊紹介。 
・１７号（大正１１年８月３１日発行） 
「目次」  葛原勾当の日記。  盲女子語学教師。  事件のいろいろ。  小説恩讐
の彼方に。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  富士の歌。  盲界便り。  スタ
イルの音。 
・１８号（大正１１年９月７日発行） 
「目次」  9月の暦。  若き鍼按家よ立て。  米国盲人の統計。  事件のいろい
ろ。  小説恩讐の彼方に。  葛原勾当の日記。  英国盲界頼り。  愛媛より。  盲
界便り。 
・１９号（大正１１年９月１４日発行） 
「目次」  葛原勾当の日記。  匂いで色を見分ける不思議な盲唖の娘。  事件のい
ろいろ。  小説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  イギリス盲界便り。  盲界便り。  
スタイルの音。 
・２０号（大正１１年９月２１日発行） 
「目次」  盲教育者の覚醒を促す。  葛原勾当の日記。  事件のいろいろ。  小
説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  アメリカ盲界便り。  各府県の鍼灸按試験。  ス
タイルの音。 
・２１号（大正１１年９月２８日発行） 
「目次」  盲教育者の覚醒を促す。  この夏の日記より。  事件のいろいろ。  小
説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  盲界便り。  スタイルの音。  点字書新刊紹
介。 
・２２号（大正１１年１０月５日発行） 
「目次」  10月の暦。  第１回懸賞文発表。  この夏の日記より。  事件のいろ
いろ。  （小説）恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  盲界便り。  スタイルの音。  
編集室より。  紹介。 
・２３号（大正１１年１０月１２日発行） 
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「目次」  盲人講演会。  懸賞文発表。  この夏の日記より。  紹介。  事件
のいろいろ。  小説恩讐の彼方に。  盲人ジョンストン博士の講演。  盲界便り。  
スタイルの音。 
・２４号（大正１１年１０月１９日発行） 
「目次」  予告（第１回盲人講演会の予告の通り）。  懸賞文発表。  天文博を見る。  
事件のいろいろ。  恩讐の彼方に。  コレラの起源。  ロンドンより。  盲界便
り。  紹介。 
・２５号（大正１１年１０月２６日発行） 
「目次」  社告。  懸賞文発表。  天文博を見る。  事件のいろいろ。  恩讐
の彼方に。  盲人ジョンストン博士の講演。  盲界便り。 
・２６号（大正１１年１１月２日発行） 
「目次」  社告。  盲人講演会。  事件のいろいろ。  教育記念日。  スタイ
ルの音。  紹介。 
・２７号（大正１１年１１月９日発行） 
「目次」  不就学盲児童の救済。  鍼灸医師法の怪。  盲人に西洋音楽。  思想
を見ぬ人々へ。  京都盲人文化大会。  事件のいろいろ。  盲人教育の方針。  廃
寺の月。  短詩四章。  習作 秋。  （講談）板垣退助。  盲界便り。 
・２８号（大正１１年１１月１６日発行） 
「目次」  最近の欧米盲人状態。  検事の栄進に就いて。  点字書紹介。  事件
のいろいろ。  （講談）板垣退助。  新文化に対する盲人の貢献。  盲界便り。  ス
タイルの音。 
・２９号（大正１１年１１月２３日発行） 
「目次」  盲人の宝庫。  ロシア飢饉地盲人救済基金。  募集 新年号詩歌募集。  
事件のいろいろ。  板垣退助。  最近の欧米盲人状態。  盲界便り。  スタイル
の音。 
・３０号（大正１１年１１月３０日発行） 
「目次」  最近の欧米盲人状態。  童謡二つ。  事件のいろいろ。  （講談）板
垣退助。  盲人の保護。  盲界便り。  社告。 
・３１号（大正１１年１２月７日発行） 
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「目次」  盲人の保護。  増えつつあるロシア盲人の為に。  事件のいろいろ。  
（講談）板垣退助。  ロシアから帰ったえろしぇんこ氏。  盲界頼り。  スタイル
の音。  ロシア盲人救済金報告。 
・３２号（大正１１年１２月１４日発行） 
「目次」  ロシアの飢饉に就いて。  編集室より。  事件のいろいろ。  （講談）
板垣退助。  第五回フランス盲人大会。  盲界便り。  スタイルの音。  ロシア
飢饉地盲人救済金報告。 
・３３号（大正１１年１２月２１日発行） 
「目次」  本年の盲界を顧みて。  第二回万国エスペランチスト大会。  クリスマ
スの前夜。  ロシア飢饉地盲人救済義捐金報告。  事件のいろいろ。  （講談）板
垣退助。  鍼灸医師法に就いて。  キャンベル嬢の在校五十年記念会。  盲界便り。 
・３４号（大正１１年１２月２８日発行） 
「目次」  今年を顧みて。  ロシアの我が友。  ロシア盲人救済金報告。  編集
室より。  事件のいろいろ。  板垣退助。  盲界便り。  スタイルの音。  紹
介。  欧米の盲界。 
 
  大正１２年（第３５号から第８６号まで） 
・第３５号（大正１２年１月４日発行） 
「目次」  社告。  新年を迎えて。  短歌。  妹に酔う心。  俺よりお前は偉
い。  慈善家の心。  事件のいろいろ。  ロシア飢饉盲人救済金報告。 
スウェーデン盲人の父ランドバー氏。  奥さんにも丁寧な挨拶。  短歌。  編集室
より。  （講談）板垣退助。  めくらを労わるいじらしい鼠。  短歌 俳句 短詩。  
新年の点字雑誌。 
・第３６号（大正１２年１月１１日発行） 
「目次」  社告。  殺すなかれ、盲人を持つ家族に。  ロシア飢饉地盲人救済金報
告。  事件のいろいろ  私の願いは聴かれた。  盲界便り。  本社慈善団の概況。  
スタイルの音。 
・第３７号（大正１２年１月１８日発行） 
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「目次」  懸賞文募集。  盲人講演会。  ロシア飢饉盲人救済金報告。  事件の
いろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  スタイルの
音。  紹介。 
・第３８号（大正１２年１月２５日発行） 
「目次」  無線電話に就いて。  ロシア飢饉地盲人救済金報告追加。  事件のいろ
いろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  紹介。  イギ
リスより。 
・第３９号（大正１２年２月１日発行） 
「目次」  盲人紐に就いて。  愛の手紙。  事件のいろいろ。  盲界エピソード。  
盲界便り。  （講談）板垣退助。  紹介。  最近の英国点字雑誌より。  懸賞文
募集。 
・第４０号（大正１２年２月８日発行） 
「目次」  社告。  盲人は西洋音楽語れ。  暁の山の雲。  事件のいろいろ。  盲
界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  人格者を校長に選べ。  ス
タイルの音。 
・第４１号（大正１２年２月１５日発行） 
「目次」  点字国定教科書の販売に就いて。  盲人紐の宣伝。  東京の梅の名所。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  最近
の米国点字雑誌より。  スタイルの音。 
・第４２号（大正１２年２月２２日発行） 
「目次」  鍼灸マッサージ家の社会奉仕に就いて。  赤紐に対する一教育者の叫び。  
編集室より。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  ドイツ盲
女協会の近況。  点字書紹介。  スタイルの音。 
・第４３号（大正１２年３月１日発行） 
「目次」  日本盲界の一解決。  顔面神経麻痺と催眠術。  タイプライターの紹介。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  欧米の盲界。  
スタイルの音。 
・第４４号（大正１２年３月８日発行） 
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「目次」  まず盲教員養成機関の充実を図る。  青年の不真面目。  編集室より。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  万国
盲人エスペランチストの活動。  スタイルの音。 
・第４５号（大正１２年３月１５日発行） 
「目次」  朝鮮の盲唖教育に就いて。  ただ一つの恩。  今年多いだいし病。   
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  外国盲界時報  
スタイルの音。 
・第４６号（大正１２年３月２２日発行） 
「目次」  警戒を要するめくら杭。  盲人にも宣伝デー。  事件のいろいろ。  盲
界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  ストックホルム盲学校参観記。  編
集室より。  スタイルの音。 
・第４７号（大正１２年３月２９日発行） 
「目次」  鍼按界の新霊力。  マッサージと欧米盲教育者の態度。  事件のいろい
ろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  疲労と甘いもの。  
スタイルの音。 
・第４８号（大正１２年４月五日発行） 
「目次」  第二回懸賞文発表。  事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便
り。  板垣退助。  発明博覧会。  編集室より。 
・第４９号（大正１２年４月１２日発行） 
「目次」  木下博士の所説を駁す。  今年の医学大会。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  （講談）板垣退助。  草花の種蒔き時。  イヤード博士の置き土産。  新
刊紹介。 
・第５０号（大正１２年４月１９日発行） 
「目次」  奨学資金を設けよ。  我が国の死亡率。  メートル法の宣伝。  事件
のいろいろ。  盲界便り。  板垣退助。  Ｙさんからの手紙。  アメリカ帰りの
伊藤忠。  虱を見たことがあるか。 
・第５１号（大正１２年４月２６日発行） 
「目次」  洋楽科を設置した大阪盲学校。  学児の死亡率。  春酣のわが楽題。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  板垣退助。  統計に表れたるイギリスの盲人。  ス
タイルの音。 
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・第５２号（大正１２年５月三日発行） 
「目次」  社告。  若き盲教育者に告ぐ。  肺結核の伝染経路。  事件のいろい
ろ。  盲界便り。  私の思い出。  スタイルの音。  紹介。 
・第５３号（大正１２年５月十日発行） 
「目次」  驚くべき日本の盲界。  医者より見たる盲人マッサージ手。  今後の盲
人は西洋音楽へ。  イギリス盲界の中央機関。  （講談）大久保彦左衛門。  事件
のいろいろ。  盲界便り。  （探偵小説）稲妻物語。 
・第５４号（大正１２年５月１７日発行） 
「目次」  暗黒界の偉人杉山和一。  文部省がレコードを推薦。  浴剤スプリング。  
事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  イギリス盲界の中央
機関。 
・第５５号（大正１２年５月２４日発行） 
「目次」  聞き捨てならぬＦ博士の所論。  また山に夏が来た。  クライスラーを
聴いて。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  イギリ
ス盲界の中央機関。  スタイルの音。 
・第５６号（大正１２年５月３１日発行） 
「目次」  秩父宮殿下大臨。  藤波博士の盲人マッサージ手の説に就いて。  事件




「目次」  夏の子供の食品。  藤波博士の盲マッサージ手の説に就いて。  もくそ
う■の鍼灸。  事件のいろいろ。  盲界便り。（講談）大久保彦左衛門。  文相の訓
示。  スタイルの音。 
・第５８号（大正１２年６月１４日発行） 
「目次」  二週間を光って暮らす。  藤波博士の盲マッサージ手の説に就いて。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  無線電話の音楽会。  ス
タイルの音。 
・第５９号（大正１２年６月２１日発行） 
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「目次」  新職業メガネの検定。  藤波博士の説に就いて。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  大久保彦左衛門。  ドイツ失明軍人のマッサージ及び音楽。  紹介。  ス
タイルの音。 
・第６０号（大正１２年６月２８日発行） 
「目次」  夏向きの展覧会。  オイシ・ヘイラーに就いて。  蓄音機の長所と短所。  
事件のいろいろ。  盲界便り。  大久保彦左衛門。  ドイツ失明軍人の音楽及びマ
ッサージ。  スタイルの音。 
・６１号（大正１２年７月５日発行） 
「目次」  笛の名人の演奏会で。  醜業婦の為に一生を捧げた伊藤氏。  夏期大学
と講習会。  繰り返し繰り返し。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大
久保彦左衛門。  盲人の色彩鑑別の実験。  スタイルの音。 
・６２号（大正１２年７がつ１２日発行） 
「目次」  梅干の効用。  夏期講習会。  杉山検校のなくなった年。  事件のい
ろいろ。  盲界便り。  大久保彦左衛門。  盲人の色彩鑑別の実験。  スタイル
の音。  無駄話。 
・６３号（大正１２年７月１９日発行） 
「目次」  温泉の本体。  海と山とのテント村。  事件のいろいろ。  盲界便り。  
大久保彦左衛門。  ろんどんより。  スタイルの音。 
・６４号（大正１２年７がつ２６日発行） 
「目次」  盲人の盲教育者。  ローリッシュ夫人の講演。  大きに同情して。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  （新講談）大久保彦左衛門。  ウェールズより。  紹
介。  スタイルの音。 
・６５号（大正１２年８がつ２日発行） 
「目次」  盲人の盲教育者。  温泉の本体。  海へ山へ。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  大久保彦左衛門。  盲人も墨字が読める。  無駄話。  スタイルの音。 
・６６号（大正１２年８月９日発行） 
「目次」  転地と栄養。  温泉の本体。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講
談）大久保彦左衛門。  つんぼも話は聞ける。  無駄話。  スタイルの音。  寄
贈雑誌。 
・６７号（大正１２年８月１６日発行） 
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「目次」  エスペラント大会の盲人部。  カップさん■小僧から大統領に。  新大
統領クーリッジ氏。  盲人の為の巡回教授。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講
談）大久保彦左衛門。  聾唖学校教師から。  大統領夫人へ。  耳から指から。  ス
タイルの音。 
・６８号（大正１２年８月２３日発行） 
「目次」  第一回巡回盲学会。  温泉の本体。  事件のいろいろ。  盲界便り。  
御慶寿を記念する事業のいろいろ。  耳から指から。  スタイルの音。  寄贈雑誌。 
・６９号（大正１２年８月３０日発行） 
「目次」  第一回巡回盲学会。  娼妓を救う道。  日本盲界の誇り。  事件のい
ろいろ。  盲界便り。  美しい盲人。  逝ける加藤子爵。  断片二つ。 
・７０号付録 
盲学校及聾唖学校令発布。  文部省は官報を以って（録音ミスで以下不明） 
・７０号（大正１２年９月６日発行） 
「目次」  盲学校令出づ。  盲学校及聾唖学校令。  事件のいろいろ。  盲唖学
校規定（省令）。 
・７１号（大正１２年９月１３日発行） 
「目次」  屍の間にさまよう罹災民。  飛行機の上から。  被害時報。  一大火
葬場の如き横浜市。  盲唖学校規定。  盲界頼り。 
・７２号（大正１２年９月２０日発行） 
「目次」  先んじた同情の手。  遭難者の実話。  週間の出来事。  地震と津波
に挟み撃ちされた三浦半島 伊豆半島を巡りて。  盲界頼り。  編集室より。 
・７３号（大正１２年９月２７日発行） 
「目次」  災害の予防に就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）
緑死病。  震源地に就いて。 
・７４号（大正１２年１０月４日発行） 
「目次」  よみうり■に歌われた安政の大地震。  震災後の出版界。  週間の出来
事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  震源地に就いて。  東盲師範部規定。 
・７５号（大正１２年１０月１１日発行） 
「目次」  日本橋から富士が見える。  地震と火事に平気な家。  週間の出来事。  
盲界便り。  緑死病。  茅ヶ崎より。  にんてつ■の地震。 
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・７６号（大正１２年１０月１８日発行） 
「目次」  灰の中から。  週間の出来事。  盲界便り。  探偵小説（緑死病）。  罹
災盲人救済団の活動。 
・７７号（大正１２年１０月２５日発行） 
「目次」  地震学の御進講。  失意昂ずる盲人に就いて。  週間の出来事。  盲
界便り。  緑死病。  娘に手を引かれて。  スタイルの音。 
・７８号（大正１２年１１月１日発行） 
「目次」  鮮人百名を救う。  少年団の後援会。  蓄音機のおじさん。  週間の
出来事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  最近ロシアの盲界。  耳から指
から。  紹介。 
・７９号（大正１２年１１月８日発行） 
「目次」  巡回職業紹介所。  テント病院。  衛生展覧会。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）緑死病。  最近のロシアの盲界。  帝都復興の歌。  紹
介。 
・８０号（大正１２年１１月１５日発行） 
「目次」  その身を見よ。  衛生上の復興策。  交通博覧会。  週間の出来事。  
盲界便り。  緑死病。  欧州点字雑誌界の近況。 
・８１号（大正１２年１１月２２日発行） 
「目次」  島田三郎氏逝く。  週間の出来事。  盲界便り。  緑死病。  耳か
ら指から。  紹介。  スタイルの音。  蟋蟀の歌。 
・８２号（大正１２年１１月２９日発行） 
「目次」  点字投票に就いて。  衛生上の帝都復興策。  週間の出来事。  盲界
便り。  緑死病。  耳から指から。  スタイルの音。  童謡。 
・８３号（大正１２年１２月６日発行） 
「目次」  新しい力の芽生え。  なぜ今年は暖かいか。  諺のいろいろ。  週間
の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  耳から指から。  スタイルの
音。 
・８４号（大正１２年１２がつ１３日発行） 
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「目次」  大正１２年の盲界。  正月の飾りは国旗で沢山。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）緑死病。  本社の巡回を。  盲学会。  スタイルの音。  
耳から指から。 
・８５号（大正１２年１２月２０日発行） 
「目次」  大正１２年の盲界。  年末の本屋の景気。  週間の出来事。  盲界便
り。  緑死病。  新盲学校令の実施方針に就いて。  盲人も働くドイツのシーメン
ス会社。 
・８６号（大正１２年１２月２７日発行） 
「目次」  本年の回顧。  週間の出来事。  盲界便り。  （童謡）サンタクロー
ス。  緑死病。  オーストリアの盲界の近況。  スタイルの音。 
 
  大正１３年（第８７号から第１３８号まで） 
・第８７号（大正１３年１月３日発行） 
「目次」  改造の第一歩。  震災後の日本。  （ゲーテ作）ファウストの梗概。  盲
人諸君に望む。  （新作滑稽講談）人形師佐平。  （笑話）金満先生。 
・第８８号（大正１３年１月１０日発行） 
「目次」  日本国民歌成る。  無線電話の実施。  御事ども。  週間の出来事。  
選挙に関する英国盲人の声。  盲界便り。  新盲学校令に就いて鳥居氏に答う。 
・第８９号（大正１３年１月１７日発行） 
「目次」  放浪時代の記念物。  教育上の立場から見た普選実施。  東宮永田女王
両殿下の御事ども。  週間の出来事。  新盲学校令に就いて鳥居氏に答う。  盲界
便り。  （探偵小説）緑死病。  ローマの廃兵院を訪れて。  御成婚奉祝頌歌。 
・第９０号（大正１３年１月２４日発行） 
「目次」  社告。  御成婚に就いて感ずること。  山響り八時間にわたる。  週
間の出来事。  盲界便り。  緑死病。  （降霊カ）に就いて。  スタイルの音。 
・第９１号（大正１３年１月３１日発行） 
「目次」  御成婚を祝いまつりて。  御成婚記念事業。  百万部と百号。  週間
の出来事。  再び新盲学校令に就いて。  緑死病。  盲界便り。  スタイルの音。 
・第９２号（大正１３年２月７日発行） 
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「目次」  御成婚奉祝盲人会。  御成婚記念事業。  週間の出来事。  盲界便り。  
（新講談）若き日の光圀。  再び新盲学校令に就いて。 
・第９３号（大正１３年２月１４日発行） 
「目次」  ああ ウイルソン氏。  御成婚記念事業。  週間の出来事。  盲界便
り。  若き日の光圀。  盲学校令運用の方針に就いて。 
・第９４号（大正１３年２月２１日発行） 
「目次」  社告。  諮問案を読みて。  杉山検校に贈位。  オーケストラに就い
て。  週間の出来事。  盲界便り。  若き日の光圀。  新盲学校令に就いて。  初
めての盲女篤行姉。 
・第９５号（大正１３年２月２８日発行） 
「目次」  オーケストラに就いて。  雪の展覧会。  音楽界の一元老。  週間の
出来事。  盲界便り。  （新講談）若き日の光圀。  印度マドラスの訓盲院。  ス
タイルの音。 
・９６号（大正１３年３月６日発行） 
「目次」  社告。  盲唖学校長会議。  こうちょうしょう■大会。  週間の出来
事。  盲界便り。  若き日の光圀。  校長会議の答申書。 
・９７号（大正１３年３月１３日発行） 
「目次」  無電 活動写真 オーケストラに就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  
若き日の光圀。  アメリカの盲学校。  スタイルの音。 
・９８号（大正１３年３月２０日発行） 
「目次」  小鳥の会。  オーケストラの聴き方。  月を射撃する。  週間の出来
事。  盲界便り。  若き日の光圀。  指で墨字を読む。  スタイルの音。 
・９９号（大正１３年３月２７日発行） 
「目次」  オーケストラに就いて。  人工温泉薬。  新週間の出来事。  盲界便
り。  若き日の光圀。  盲婦人の中学教師。  孝行按摩の千ちゃん。 
・１００号（大正１３年４月３日発行） 
「目次」  光よ照らせ。  ボーイスカウト。  編集室より  出版部より。  週
間の出来事。  盲界便り。  （劇の梗概）のうぎ■。  各盲学校の卒業式。  感
ずべき盲青年。 
・１０１号（大正１３年４月１０日発行） 
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「目次」  盲界最初の来客。  発明展覧会。  週間の出来事。  盲界便り。  地
蔵経由来。  シゼラン■氏逝く。  東盲師範科卒業式。 
・１０２号（大正１３年４月１７日発行） 
「目次」  ダルトン式教授法。  出版部より。  週間の出来事。  盲界便り。  嬰
児殺し。  東盲師範部入学試験。  耳から指から。 
・１０３号（大正１３年４月２４日発行） 
「目次」  社告。  再び点字投票に就いて。  いよいよ実現した本社の無電放送。  
週間の出来事。  盲界便り。  今様薩摩琵琶。  新盲教育会総会議題。  耳から
指から。 
・第１０４号（大正１３年５月１日発行） 
「目次」  社告。  大分と佐世保の大会。  京都の記念博覧会。  さかりがり（「桜
狩」の誤り）。  週間の出来事。  盲界便り。  父帰る。  帝盲総会議題。  出
版部より。  耳から指から。 
・第１０５号（大正１３年５月８日発行） 
「目次」  社告。  神戸で開いた盲人会。  彗星の太陽面通過。  週間の出来事。  
盲界便り。  修禅寺物語。  岡山盲人文化大会。  耳から指から。  雀と爺さん。  
紹介。 
・１０６号（大正１３年５月１５日発行） 
「目次」  総選挙の後。  社告。  週間の出来事。  各地の点字投票運動。  阿
国と五平。  点字略字「２５点」。  盲界便り。 
・１０７号（大正１３年５月２２日発行） 
「目次」  社告。  帝盲総会に望む。  日本音楽の聴き方。  新代議士の党派別。  
週間の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  略字問題。  選挙余
談。 
・１０８号（大正１３年５月２９日発行） 
「目次」  二十周年を迎えた神戸衛生院。  日本音楽の聴き方。  大阪での二周年
記念会。  社告。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  耳から指か
ら。  スタイルの音。 
・１０９号（大正１３年６月５日発行） 
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「目次」  帝盲総会と聾教育大会。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  
文部大臣の祝辞。  盲教育講演会。 
・１１０号（大正１３年６月１２日発行） 
「目次」  帝盲総会の大論戦。  大学殖民事業。  京都に開かれた二周年記念会。  
週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  諮問案答申。  耳から指から。  ス
タイルの音。 
・１１１号（大正１３年６月１９日発行） 
「目次」  東京に於けるタゴール氏の講演。  ロシアの友より。  週間の出来事。  
盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  盲唖教育は義務教育なりや。  耳から指
から。  スタイルの音。 
・１１２号（大正１３年６月２６日発行） 
「目次」  戸外運動の季節。  日本女子オリンピック大会。  救護事業は一段落。  
週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  日本の盲人へよろしく。  耳から
指から。 
・１１３号（大正１３年７月３日発行） 
「目次」  重大なる結果。  一ヶ月の白粉代弐拾万円。  蛍に就いて。  週間の
出来事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  豪州の盲人。  耳から指か
ら。  点筆の音。 
・１１４号（大正１３年７月１０日発行） 
「目次」  松方公逝く。  巷に道を説く婦人たち。  蛍に就いて。  週間の出来
事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  イタリア最近の盲界。  耳から
指から。  点筆の音。 
・１１５号（大正１３年７月１７日発行） 
「目次」  メートル法に就いて。  脚気と食べ物。  週間の出来事。  盲界便り。  
名誉の犯罪。  印度の盲教育。  耳から指から。  点筆の音。 
・１１６号（大正１３年７月２４日発行） 
「目次」  自然の懐。  夏の特異な気象。  無電の実験講演会。  週間の出来事。  
盲界便り。  名誉の犯罪。  ドイツの盲界。  耳から指から。  紹介。  点筆
の音。 
・１１７号（大正１３年７月３１日発行） 
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「目次」  最初の日本一周飛行。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  
按摩の与市。  耳から指から。  点筆の音。  蝉のいろいろ。 
・１１８号（大正１３年８月７日発行） 
「目次」  日本一周飛行最後のコース。  「春風」号大阪に。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  醒めよ鍼按家諸君。  鳥の飛行力。  耳
から指から。 
・１１９号（大正１３年８月１４日発行） 
「目次」  中央衛生局の手。  バラック図書館の昨今。  伝染病の八割は消化器か
ら。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  醒めよ鍼按家諸君。  耳
から指から。  点筆の音。 
・１２０号（大正１３年８月２１日発行） 
「目次」  注意すべき傾向。  農業視察の為に欧米へ。  火星が近づく。  週間
の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  按摩改称論に就いて。  耳から指から。  
点字書紹介。 
・１２１号（大正１３年８月２８日発行） 
「目次」  一万哩記念鉄道構想。  新潟の博覧会。  樺太の旅。  週間の出来事。  
盲界便り。  名誉の犯罪。  その後の電気使用問題。  耳から指から。  点筆の
音。 
・１２２号（大正１３年９月４日発行） 
「目次」  盲教育界の元老。  市民性の脳炎に就いて。  樺太の旅。  週間の出
来事。  盲界便り。  （創作）桃太郎。  鍼灸夏季大学に臨みて。  耳から指か
ら。 
・１２３号（大正１３年９月１１日発行） 
「目次」  大きく揺れる地震は危なくない。  震災記念展覧会。  大地震の日の新
聞編集。  週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  ニューヨークという所。  点
筆の音。 
・１２４号（大正１３年９月１８日発行） 
「目次」  市民性脳炎の病原。  支那軍人界の大立者。  週間の出来事。  盲界
便り。  桃太郎。  各地の試験期日。  アメリカ盲教育協会。  耳から指から。 
・１２５号（大正１３年９月２５日発行） 
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「目次」  ヨーロッパからの無電通信。  関東地方にまた地震。  支那軍人界の大
立者。  週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  債券の籤当りに就いて。  耳
から指から。  点筆の音。 
・１２６号（大正１３年１０月２日発行） 
「目次」  料理学大家アシェフ博士。  支那軍人界の大立者。  南米の新日本村。  
週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  国風音楽講習所。  鍼按雑話。  点
筆の音。  正誤。 
・１２７号（大正１３年１０月９日発行） 
「目次」  社告。  鉄道競争と審判委員の公表。  廃物からガス。  支那軍人界
の大立者。  週間の出来事。  盲界便り。  点字普及に就いて。  紹介。 
・１２８号（大正１３年１０月１６日発行） 
「目次」  社告。  空を仰いで二十五年。  来朝した支那の老碩儒。  無電の将
来。  週間の出来事。  盲界便り。  点字普及に就いて。  耳から指から。 
・１２９号（大正１３年１０月２３日発行） 
「目次」  （新講談）正雪の遺書（西井菊次郎）。  週間の出来事。  盲界便り。  虫
の歌（中村憲吉選）。  俳句（乾朴朴生選）。  （滑稽講談）忘れ使者（神田伯海）。  耳
から指から。 
・１３０号（大正１３年１０月３１日発行） 
「目次」  フランスの文豪逝く。  不良少年の多くは酒の罪。  読書。  週間の
出来事。  盲界便り。  米国の盲教育。  講習会に臨みて。  耳から指から。 
・１３１号（大正１３年１１月６日発行） 
「目次」  運動の盛んな国は強い国。  眼球の入れ替え。  読書。  自動車。  週
間の出来事。  盲界便り。  米国の盲教育。  点字普及に就いて。  耳から指か
ら。 
・１３２号（大正１３年１１月１３日発行） 
「目次」  大統領のいろいろ。  理科教科書のあら探し。  機関車のない汽車。  週
間の出来事。  盲界便り。  マッサージ 鍼灸師法。  点字の普及に就いて。  点
字書紹介。 
・１３３号（大正１３年１１月２０日発行） 
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「目次」  読書の目的と効能。  音楽教育の目的。  週間の出来事。  盲界便り。  
マッサージ 鍼灸師法。  和歌数首。  自分の骨を盲人に。  点筆の音。  耳か
ら指から。 
・１３４号（大正１３年１１月２７日） 
「目次」  家庭と電気。  音楽教育の目的。  週間の出来事。  盲界便り。   
・１３５号（大正１３年１２月４日） 
「目次」  故森巻耳追悼の歌。  市民性脳炎の病原体。  音楽教育の目的。  小
山代議士の報告。  週間の出来事。  盲界便り。  火災ロウマンス。  全国盲人
大会。  帝国鍼灸按学会。  耳から指から。 
・１３６号（大正１３年１２月１１日発行） 
「目次」  福岡盲唖学校長の奇禍■。  文化の発生地。  週間の出来事。  盲界
便り。  火災ロウマンス。  鍼灸医師法制定要項。  点筆の音。  耳から指から。 
・１３７号（大正１３年１２月１８日発行） 
「目次」  社告。  不思議な国。  暦に就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  
本年の総会。  全国盲人大会に臨みて。  点筆の音。 
・１３８号（大正１３年１２月２５日発行） 
「目次」  今年を顧みて。  週間の出来事。  盲界便り。  本年総会の回顧。  逝
ける吉村福岡盲唖学校長。 
 
  大正１４年（第１３９号から第１９０号まで） 
・１３９号（大正１４年１月１日発行） 
一行、欄を空けて目次がつづく。 
新年を迎えて ２  （新講談）篭幽霊（国枝四郎） ３  歳旦歳暮の歌 １７  新
年の句 １９  （川柳）人さまざまのお正月 ２０  法螺先生の法螺旅行（ミュンヒ
ハクゼン物語） ２５  新春の室内遊戯 ３７ 
・１４０号（大正１４年１月８日発行） 
「目次」  ルイ・ブレイユ（短詩）。  無線電話の話。  時事。  日誌。  盲界
便り。  志摩のお正月。  点投の鑑定人となったことがある。  山色 天に連なる。   
・１４１号（大正１４年１月１５日発行） 
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「目次」  いよいよ寒に入った。  本社の新計画。  麗しき冬。  一週間。  盲
界便り。  医師法案に就いて。  宮内省の寄人と語る。   
・１４２号（大正１４年１月２２日発行） 
「目次」  風邪の予防。  隠れたる盲人の友。  麗しき冬。  一週間。  盲界
便り。  電気使用問題解決。  宮内省寄人と語る。 
・１４３号（大正１４年１月２９日発行） 
「目次」  山の色天に連なる。  加藤首相の演説。  一週間。  盲界便り。  御
歌所寄人と語る。  徒弟制度に就いて。 
・１４４号（大正１４年２月５日発行） 
「目次」  遠山教諭逝く。  衆議院予算会議に於ける有馬氏の質問と若槻内相の答弁。  
一週間。  盲界便り。  英国にも盲代議士。  社会の盲人に対する態度。 
・１４５号（大正１４年２月１２日発行） 
「目次」  逝ける横田専之助氏。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  黒い
雪や血の雪の正体。  徒弟教育に就いて。 
・１４６号（大正１４年２月１９日発行） 
「目次」  待てば海路の日和。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  御下賜
金を受けた盲学校。  子供の出来るビタミン。  辞書。 
・１４７号（大正１４年２月２６日発行） 
「目次」  盲学生の同盟休校。  社告。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  
肥えたくば水を飲め。  耳から指から。  盲人専業論に就いて。  点筆の音。 
・１４８号（大正１４年３月５日発行） 
「目次」  普選案に対する若槻内相の説明。  帝国議会。  一週間。  東盲のス
トライキ解決。  盲界便り。  一木、平民宮相。 
・１４９号（大正１４年３月１２日発行） 
「目次」  普選案を可決した日の衆議院。  一週間。  盲界便り。  水を飲め。  
耳から指から。  点筆の音。  出版部より。 
・１５０号（大正１４年３月１９日発行） 
「目次」  逝ける支那革命の母。  貴族院各案の情勢。  一週間。  盲界便り。  
水を飲め。  大毎社歌。  小西校長より。 
・１５１号（大正１４年３月２６日発行） 
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「目次」  点字教科書の問題。  盲学校卒業者大会。  一週間。  盲界便り。  黒
雲出でたが雨とはならず。  大毎社歌。 
１５２号（大正１４年４月２日発行） 
「目次」  社告。  学年の初め。  嫁入り前にひと勉強。  帝国議会最後の一週




社告。 １  大大阪記念博覧会。 無ぺーじ  一週間。 ９  盲界便り。 １４ 
１５４号（大正１４年４月１６日発行） 
「目次」  盲唖教育界の元号。  日本点字翻案の偉勲者。  全国日曜学校大会。  一
週間。  盲界便り。  盲界の急務。  談話室。  出版部より。  子守歌。 
・１５５号（大正１４年４月２３日発行） 
「目次」  故人となった平田伯。  朝顔の蒔き時。  一週間。  盲界便り。  東
盲入学試験問題。  点投有効と我等。 
・１５６号（大正１４年４月３０日発行） 
「目次」  普選案が通過した御礼。  始められた郵便飛行。  一週間。  盲界便
り。  夢から生まれたしょうきさん。 
・１５７号（大正１４年５月７日発行） 




社告。 １  無線電話の話。 ２  ラヂオ雑話。 １１  天下一の下郎武人の意地。 
１３  一週間。 １７  盲界便り。 ２２  実現する空中車。 ３９ 
・１５９号（大正１４年５月２１日発行） 
「目次」  合図の喇叭。  （社告）本社後援の二大盲人大会。  一週間。  盲界
便り。  線字と点字。  耳から指から。 
・１６０号（大正１４年５月２８日発行） 
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「目次」  祝辞。  古沢先生。  一週間。  全国盲学校卒業者大会。  東京の
盲教育５０年祝賀会成る。  盲界便り。  盲教育の諸問題。  耳から指から。 
・１６１号（大正１４年６月４日発行） 
「目次」  全国盲人大会。  灰色の眼となった湯の町。  本土の打算。  一週間。  
盲界便り。  盲学校同窓会連盟。  春季部会。  週支部会。  大会の出席者へ。 
・１６２号（大正１４年６月１１日発行） 
「目次」  新逓信大臣安達賢豪さん。  点字日刊新聞生まる。  今が盛りの薔薇と
百合。  一週間。  盲界便り。  教育の意義。  出版部より。  紹介。 
・１６３号（大正１４年６月１８日発行） 
「目次」  秩父宮をお迎えした高砂族。  牡ただ一つ。  今年の梅雨。  一週間。  
盲界ニュース。  松葉の食い方。  盲同クラブの規則。 
・１６４号（大正１４年６月２５日発行） 
「目次」  鍼灸夏期大学。  矢島楫子刀自逝く。  夏みかんの脚気療法。  一週
間。  盲界ニュース。  新曲の妙味。  按摩の師匠に。 
・１６５号（大正１４年７月２日発行） 
「目次」  近づいた富士の山開き。  蚊。  歯医者。  一週間。  盲界ニュー
ス。  普選の実施と世界の思潮。 
・１６６号（大正１４年７月９日発行） 
「目次」  普選の実施と世界の思潮。  怪我人の不注意。  そぞろ言。  一週間。  
盲界ニュース。  黴の話。  点筆の音。 
・１６７号（大正１４年７月１６日発行） 
「目次」  海か山か。  ドイツの夏の家。  パリの盲学校を見て。  一週間。  盲
界ニュース。  世界一の軍艦「陸奥」。  紹介。 
・１６８号（大正１４年７月２３日発行） 
「目次」  社告。  手近い所から。  食物と病気。  夏向きの話。  一週間。  
盲界ニュース。  帝盲総会の議案。  スタイルの音。 
・１６９号（大正１４年７月３０日発行） 
「目次」  岩橋武夫氏の鹿島立ち。  箱崎丸より。  紳士の道。  一週間。  盲
界ニュース。  スイスの盲人。  幾日眠らずにおられるか。 
・１７０号（大正１４年８月６日発行） 
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「目次」  看板のやり替え。  ルイ・ブレイユに就いて。  一週間。  盲界ニュ
ース。  二盲のない国。  富士登山隊から。  時評の文句。 
・１７１号（大正１４年８月１３日発行） 
「目次」  新たに加わった三大臣。  覚え書。  一週間。  盲界ニュース。 
・１７２号（大正１４年８月２０日発行） 
「目次」  行啓を仰いだ樺太。  一週間。  盲界ニュース。  蝿の恐ろしさ。  看
板問題。 
・１７３号（大正１４年８月２７日発行） 
「目次」  ロシアの友より。  感謝状。  もの言う活動写真。  コレラが来た。  
一週間。  盲界ニュース。  クロスワードパズル。  紹介。 
・１７４号（大正１４年９月３日発行） 
「目次」  社告。  震災記念日を迎えた東京市。  一週間。  盲界ニュース。  懸
賞付き考えもの。  もの言う活動写真。  紹介。 
・１７５号（大正１４年９月８日発行） 
「目次」  九代の恥。  蝿の足にコレラ菌。  探険隊の成功。  一週間。  盲
界ニュース。  日米紛争未来記。  秋の七草と薬草。 
・１７６号（大正１４年９月１７日発行） 
「目次」  高津老師と吾輩。  新発明の体温器。  コレラの予防法。  一週間。  
盲界ニュース。  日米戦争未来記。  アメリカの読者より。 
・１７７号（大正１４年９月２４日発行） 
「目次」  自然に憧れて。  最近の蓄音機。  一週間。  盲界ニュース。  帝
盲総会の議題。  クロスワードの発表。  コレラに罹らぬ秘訣。 
・１７８号（大正１４年１０月１日発行） 
「目次」  国勢調査に就いて。  自然に憧れて。  一週間。  盲界ニュース。  耳
から指から。  懸賞付きクロスワード。  日米戦争未来記。 
・１７９号（大正１４年１０月８日発行） 
「目次」  社告。  新枢密院議長穂積さん。  自然に憧れて。  一週間。  盲
界ニュース。  日米戦争未来記。 
・１８０号（大正１４年１０月１５日発行） 
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「目次」  盲学生の体育デー。  職業婦人と雇い主。  一週間。  関西盲学生体
育大会。  盲世界ニュース。  日本の生んだ天才盲作曲家。  俳句。  天心円。 
・１８１号（大正１４年１０月２２日発行） 
「目次」  大分の総会。  日本の生んだ盲作曲家。  脚気と白米食。  一週間。  
盲界ニュース。  クロスワードの発表。  体育大会雑感。 
・１８２号（大正１４年１０月２９日発行） 
「目次」  社告。  大分の２総会。  一週間。  盲界ニュース。  諮問答申案。  
鍼灸マッサージ師法案要項。  帝盲総会雑感。 
・１８３号（大正１４年１１月５日発行） 
「目次」  （新講談）切れる刀。  （お話）滝沢寺の梅山さん。  （子守唄）三羽
の雀。  一週間。  盲界ニュース。  （新小説）金持ちと貧乏人。  クロスワー
ドパズル新問題。 
・１８４号（大正１４年１１月１２日発行） 
「目次」  火事は台所から。  塙検校の贈渡銀カップ。  一週間。  盲界ニュー
ス。  丙午の話。  新刊紹介。 
・１８５号（大正１４年１１月１９日発行） 
「目次」  点字読書機関に就いて。  現代の日本音楽。  一週間。  盲界ニュー
ス。  国民科。  廃物利用の話。 
・１８６号（大正１４年１１月２６日発行） 
「目次」  掘り出し物。  盗難予防は注意ひとつ。  子供のぺーじ。  一週間。  
盲界ニュース。  イタリアで点字機の懸賞募集。  大正の塩原太助。  皇孫御誕生
奉祝歌。 
・１８７号（大正１４年１２月３日発行） 
「目次」  社告。  赤ん坊の哺乳に就いて。  手紙書き。  一週間。  盲界ニ
ュース。  クロスワードパズルの発表。  大正の塙保己一。 
・１８８号（大正１４年１２月１０日発行） 
「目次」  社告。  皇孫御養育の御革新。  第２回国勢調査の結果。  一週間。  
盲界ニュース。  鍼灸師法反対運動。  紹介。 
・１８９号（大正１４年１２月１７日発行） 
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「目次」  社告２件。  随喜溢れ歓声湧く。  お喜びは言葉に尽くせぬ。  皇孫
御教育の御革新。  一週間。  盲界ニュース。  大阪府按摩連合会に与う。  本
年に於ける盲界。 
・１９０号（大正１４年１２月２４日発行） 
「目次」  社告。  本年の回顧。  一週間。  盲界ニュース。  エディンバラ
より。  本年の盲界。 
 
  大正１５年（第１９１号から第２４１号まで） 
・１９１号（大正１５年１月１日発行） 
「目次」  点字界の第 2世紀。  太陽を作るテラン教授の大計画。  歳旦歳暮の雑
詠。  松風物語。  （新講談）歌作り。  点字出版界の五十年。  膝栗毛物語。 
・１９２号（大正１４年１月７日発行） 
「目次」  ブライユの記念日。  五十年後の太平洋。  暗黒の中に「ウーサンの夜」
は演奏された。  一週間。  盲界ニュース。  帝盲総会所感。 
・１９３号（大正１５年１月２１日発行） 
「目次」  社告。  上野に開かれた楽園の扉。  一週間。  盲界ニュース。  帝
盲総会所感。 
・１９４号（大正１５年１月２８日発行） 
「目次」  加藤首相の施政方針演説。  一週間。  盲学生雄弁大会。  盲界ニュ
ース。  粕井清。  帝盲総会所感。 
・１９５号（大正１５年２月４日発行） 
「目次」  逝ける加藤首相。  一堂に会した十一校の盲学生。  一週間。  盲界
ニュース。  クロスワードの発表。  エス語万国大会。 
・１９６号（大正１５年２月１１日発行） 
「目次」  紀元節。  新宰相若槻礼次郎氏。  帝国議会。  一週間。  盲界ニ
ュース。  エス語万国大会。  紹介いろいろ。 
・１９７号（大正１５年２月１８日発行） 
「目次」  逝ける盲人の友。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  御奨
励金下賜。 
・１９８号（大正１５年２月２５日発行） 
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「目次」  手探りの見合い。  幕は開く小鳥王国。  帝国議会。  一週間。  盲
界ニュース。  盲学校職員調査。  受験の栞。 
・１９９号（大正１５年３月４日発行） 
「目次」  逝ける富岡教諭。  開かるべき扉。  帝国議会。  一週間。  盲界
ニュース。  日本のマッサージ界近況。  受験の栞。  紹介。 
・２００号（大正１５年３月１１日発行） 
「目次」  開かるべき扉。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  断食に
就いて。   
・２０１号（大正１５年３月１８日発行） 
「目次」  盲教員の待遇改善を図れ。  生まれ出た労働農民党の新首領 杉山元治郎
君。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  男の子を生む秘訣。  スタイ
ルの音。 
・２０２号（大正１５年３月２５日発行） 
「目次」  春の休み 自然に親しませよ。春、春。  帝国議会。  一週間。  盲
界ニュース。  按摩専業の請願。  新しい村の盲詩人。 
・２０３号（大正１５年４月１日発行） 




社告。  編集室より。  つくしんぼう。  改正される国税。  国税いろいろ。  週
間の出来事。  秩父宮妃殿下の候補者。  内閣の新政策。  聖徳太子法要 報徳会。  
恩給を減らす。  後藤氏立つ。  北京総攻撃。  褒賞が同名の他人に渡る。  盲
界ニュース。  盲人調査。  失明救済。  学校より。  点投祝賀会。  電話機
とタイプライター。  入れ歯に使う金と銀。  恋の芝居見たまま。 
・２０５号（大正１５年４月１５日発行） 
点字毎日記者小畠氏逝く。  逝ける穂積男。  改正された国税いろいろ。  北極探
険。  大島大将逝く。  週間の出来事。  枢副議長。  農民組合。  赤城が原
買収事件。  視学官会議。  矯風大会。  無軌動法。  海外ニュース。  北京
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のクーデター。  世間さまざま。  東盲師範部入学者氏名。  盲界ニュース。  各
地より。  差し引き勘定。  東盲師範入学試験問題。 
・２０６号（大正１５年４月２２日発行） 
平民通称倉富翁。  地方税の改正。  週間のニュース。  海外ニュース。  訪日
機続々飛来。  世間さまざま。  盲界ニュース。  兵盲の互助資金。  出発に際
して 上。  東盲師範入学試験問題。 
・２０７号（大正１５年４月２９日発行） 
結核退治 上。  李王殿下の薨去。  松下事件。  週間の出来事。  地方長官会
議。  警察部長会議。  海外ニュース。  世間さまざま。  帰化僧の碑を建つ。  
盲界ニュース。  近畿部会。  各地より。  出発に際して 下。 
・２０８号（大正１５年５月６日発行） 
結核退治。  逝ける川村元帥。  週間の出来事。  海外の邦人数。  駅長さんも
巡査に。  特等待合室廃止。  メーデー。  松下事件。  秩父丸遭難。  労働
学校。  海外ニュース。  排日支那。  アメリカに上陸した秋葉教諭。  世間さ
まざま。  偽博士。  汽車に乗る人々へ。  盲界ニュース。  講演会。  日盲
研究会生まる。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  政治家に万節は大切。  
耳から指から。 
・２０９号（大正１５年５月１３日発行） 
児童芸術祭。  英国総同盟罷業の起こるまで。  週間の出来事。  海外ニュース。  
世間さまざま。  ラヂオのぺーじ。  盲界ニュース。  大阪盲人会の改革。  学
校より。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  外来語の書き方統一。  牛
に音楽を聴かせて乳を多く搾る。 
２１０号（大正１５年５月２０日発行） 
同上罷業。  北極探険の一番乗り。  週間の出来事。  海外ニュース。  ポーラ
ンドの革命。  世間さまざま。  盲界ニュース 同窓連盟総会 研究大会 東盲旅行
団。  学校より。  点毎参観者。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  点
毎放送局。  耳の世界。 
・２１１号（大正１５年５月２７日発行） 
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脚気の原因研究に就いて。  週間の出来事。  海外ニュース。  竜野の六人殺しは
警備■の単独凶行。  盲界ニュース。  人事。  補助金。  大正篤行禄下賜。  各
地より。  帝盲総会の議題。 
・２１２号（大正１５年６月３日発行） 
脚気の原因研究に就いて。  爆発と洪水。  週間の出来事。  海外ニュース。  世
間さまざま。  盲働連盟の規約。  耳から指から。  盲界ニュース。  盲人大会。  
各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  海外の盲界。  アメリカに点字雑誌二
つ。  新刊紹介。 
・２１３号（大正１５年６月１０日発行） 
内閣改造成る。  週間の出来事。  去りゆく千石鉄道大臣。  また新光線発見さる。  
小学校教師の上告。  列車時間の大改正。  海外ニュース 盲界ニュース。  英国
に於ける盲人救済事業。  盲界ニュース。 
・２１４号（大正１５年６月１７日発行） 
帝盲日労総会。  松下事件いよいよ拡大。  英露関係の緊張。  週間の出来事。  世
間さまざま。  帝盲総会雑感。  盲働連盟雑感。  盲界ニュース。 
・２１５号（大正１５年６月２４日発行） 
乞食厳禁。  帝大に於ける物療講座。  裸体検査で一問題。  週間の出来事。  海
外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  大阪府令改正。  各地より。  
紹介。  耳から指から。  ドイツの盲人（上）。 
・２１６号（大正１５年７月１日発行） 
社告。  除外される鍼灸按。  蓋を開けた子供博覧会。  落ち着かぬフランス内閣。  
勇敢なる女踏み切り番。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲
界ニュース。  納涼博へ点毎の出品。  支那で点毎大評判。  学校より。  本社
の催し物。  ドイツの盲人。 
・２１７号（大正１５年７月８日発行） 
「目次」  （新講談）高下駄物語。  （童話）それからの桃太郎。  盲界ニュース。  
週間の出来事。   
・２１８号（大正１５年７月１５日発行） 
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青年訓練所。  青木鉄道次官の進退問題。  故千葉杉山鍼按校長の叔母が老いのさす
らい。  週間の出来事。  アジア民族大会。  海浜学校。  海外ニュース。  世
間さまざま。  盲界ニュース。  ドイツの盲人 下。 
・２１９号（大正１５年７月２２日発行） 
子供博に就いて。  摂政宮ｇ御近情。  列車の時間が変わる。  長野県知事襲撃事
件。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  最
近起こった盲界の悲劇二つ。 
・２２０号（大正１５年７月２９日発行） 
台湾総督上山。  昔を今の江戸の名物。  法隆寺五重塔の謎解かる。  支那の形勢。  
一日補助貨幣交換の手数料が貰える。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さ
まざま。  大阪盲人の子供博見学。  盲界ニュース。  学校より。  当てになら
ぬ目。 
・２２１号（大正１５年８月５日発行） 
五十年後の太平洋。  日本盲教育同志倶楽部。  週間の出来事。  海外ニュース。  
世間さまざま。  盲界ニュース。  盲人万国大会。  石川重幸翁。  経穴に関す
る研究。 
・２２２号（大正１５年８月１２日発行） 
学歴。  週間の出来事。  関東地方の地震。  アメリカへ。  海外ニュース。  研
究会雑感。  盲界ニュース。  アメリカより。 
・２２３号（大正１５年８月１９日発行） 
殺人講習会。  南支那に伸びる赤い手。  郵便年金令。  御料地払い下げ問題。  週
間の出来事。  世間さまざま。  盲界ニュース。  つんぼの歴史と鉄道省。  マ
ッサージ 目をつぶすものにあらず。 
・２２４号（大正１５年８月２６日発行） 
盲唖児童創作品。  動物の愛護。  怪文書事件に対する宮内省の声明。  当分は奉
天派の天下。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  北欧盲人文
化大会。  盲人ニュース。  盲人診療。  ヒマラヤの峯 上。 
・２２５号（大正１５年９月２日発行） 
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男女同権。  殿様の哀れな死。  朴烈夫妻怪写真事件。  最近のスポーツ。  週
間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  講習会。  新
築。  日本按摩とマッサージ。  ヒマラヤの峯 下。 
・２２６号（大正１５年９月９日発行） 
新学期始まる。  富士山麓の大岩窟。  点字書の郵便料値下げ。  朴 えつ■問題。  
支那の天下分け目の戦い。  週間の出来事。  国際連盟そうさき■の前途に黒い影。  
世間さまざま。  暴風雨と被害。  盲界ニュース。  秋を飾る本社の事業いろいろ。  
点投の喜び。 
２２７号（大正１５年９月１６日発行） 
社告。  点毎評壇。  小川前法相の声明書。  形勢あるいは一変か。  週間の出
来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  子供博出品。  出
品こーる■感謝状。  点字講習会。  盲教師の少女虐待事件。  一茶の晩年。 
・２２８号（大正１５年９月２３日発行） 
ただ一つの非常口。  急転直下 大臣。  前速水蔵相。  怪写真を持ち出した石黒
の手紙。  蒋 孫両氏手を握る。  点字の書置きを前にして恋を語る。  週間の出
来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  近畿句会。  産
業博へ点毎より出品。  長野盲唖の寄付問題。  青森県の失明救済。 
・２２９号（大正１５年９月３０日発行） 
社告。  盲人の女給殺しの公判。  秋の句三つ。  直訴事件。  神戸の殺人鬼捕
らわる。  南支那に於ける英国の地位。  週間の出来事。  世間さまざま。殺人鬼
熊とは。  盲界ニュース。 
・２３０号（大正１５年１０月７日発行） 
（新講談）身代わり飴屋。  （童話）鸚鵡のルリちゃん。  秋の歌。  （創作）お
軽の死。  （俳句）秋の句。  地方長官大移動。  週間の出来事。  海外ニュー
ス。  盲界ニュース。 
・２３１号（大正１５年１０月１４日発行） 
盲学生体育大会。  郵便年金法。  点字の戸籍届は無効。  週間の出来事。  海
外ニュース。按摩の三人斬り。  盲界ニュース。 
・２３２号（大正１５年１０月２１日発行） 
- 248 - 
 
犠牲■。  ものとひととの利用更生。  青木次官問題とはどんなものか。  週間の
出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース。  盲唖者の一人旅。 
・２３３号（大正１５年１０月２８日発行） 
盲学生体育デー。  皇室諸制令■。  立松元判事の声明書。  海外ニュース。  週
間の出来事。  盲界ニュース。  盲唖の一人旅。 
・２３４号（大正１５年１１月４日発行） 
隠れたる女王。  西久保東京新市長。  聖上陛下の御日常。  開かれた汎太平洋学
術会議。  週間の出来事。  盲界ニュース。  盲学生の軍事教練。  点筆の音。 
・２３５号（大正１５年１１月１１日発行） 
開校■された女性の声。  日本人の先祖は南から。  救世軍の由来と使命。  注目
される松下事件の展開。  海外ニュース。  週間の出来事。  盲界ニュース。  盲
唖者の一人旅。 
・２３６号（大正１５年１１月１８日発行） 
元気漲る盲学生の競技。  日本人は移住民族でない。  若槻首相告訴事件。  週間
の出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース（盲学生の競技大会）。  盲唖者の一人
旅。 
・２３７号（大正１５年１１月２５日発行） 
巡回点字文庫。  華やかに踊る須波判事。  永井元警察部長の話。  暦の改正三案。  
週間の出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース。 
・２３８号（大正１５年１２がつ２日発行） 
起こるべき教え。  病人調べ。  医者にかかれぬ人のために医療改善。  岩迫氏の
告訴状。  ムッソリーニ氏と魔除けの日本刀。  海外ニュース。  週間の出来事。  
盲界ニュース。 
・２３９号（大正１５年１２月９日発行） 
社告。  我等の武器。  若槻首相に辞職を勧む。  今議会に提出される法律案。  小
僧あがりの青年高文にパス。  張作霖氏乗り出しの二面。  週間の出来事。  盲界
ニュース。 
・２４０号（大正１５年１２月１６日発行） 
社告。  現代政治の醜行為■を排す。  聖上の御容態。  わけが分からぬ大使干渉。  
家事の習慣。  海外ニュース。  週間の出来事。  盲界ニュース。 
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・２４１号（大正１５年１２月２３日発行） 
聖上陛下の御悩御平癒を祈り奉る。  聖上御容態。  元老大官に拝謁を賜う。  聖
上の御病室。  お若い時の陛下。  各地盲人の赤誠。  海外ニュース。  週間の
出来事。  盲界ニュース。 
 
 
